
明
和
の
法
論
に
お
け
る
直
接
対
論
の
記
録
（
一
）

䢣
『
対
論
筆
記
』
と
『
鞘
之
間
論
議
』
と
の
対
照

䢣

安
部

弘
得

は
じ
め
に

筆
者
は
『
本
願
寺
史
料
研
究
所
報
』
第
六
四
号
に
お
い
て
「
明

和
の
法
論
を
め
ぐ
る
対
論
書
に
つ
い
て

䢣
『
対
論
筆
記
』
の
紹

介
を
兼
ね
て

䢣
」
（
以
下
、
前
稿
と
称
す
）
を
発
表
し
、
明
和

年
間
に
西
本
願
寺
に
お
い
て
生
じ
た
教
学
論
争
「
明
和
の
法
論
」

に
関
す
る
新
史
料
『
対
論
筆
記
』
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
）

を
紹
介
し
た
。
本
稿
は
そ
の
続
稿
で
あ
る
。

「
明
和
の
法
論
」
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
七
月
、
播
磨

真
浄
寺
智
暹
（
一
七
〇
二
～
一
七
六
八
）
が
『
浄
土
真
宗
本
尊
義
』

を
著
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
同
書
に
お
い
て
智
暹
は
、
当
時
学

林
の
正
統
説
で
あ
っ
た
第
四
代
能
化
・
法
霖
（
一
六
九
三
～
一
七

四
一
）
の
本
尊
論
を
暗
に
批
判
し
、
あ
わ
せ
て
法
霖
の
教
学
を
「
一

益
達
解
（
一
益
法
門
）
」
と
非
難
し
た
。

こ
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、
同
四
年
五
月
十
七
日
と
二
十
三
日

の
二
度
に
わ
た
り
、
本
山
対
面
所
（
鞘
の
間
／
狭
屋
の
間
）
に
お

（
１
）

い
て
直
接
対
論
が
交
わ
さ
れ
、
そ
の
様
子
は
学
林
側
・
智
暹
側
の

双
方
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
（
以
下
、
各
々
を
「
学
林
対
論
書
」

「
智
暹
対
論
書
」
と
称
す
る
）
。

た
だ
、
こ
の
二
系
統
の
記
録
は
等
し
く
扱
わ
れ
て
き
た
わ
け
で

は
な
い
。
先
行
研
究
で
は
、学
林
対
論
書
よ
り
も
智
暹
対
論
書
（
『
鞘

（
２
）

之
間
論
議
』
）
の
ほ
う
が
正
確
で
あ
る
と
の
評
価
が
な
さ
れ
、
学

林
対
論
書
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
前
稿
は
か
か
る
傾

向
を
批
判
的
に
再
検
討
し
、
学
林
対
論
書
の
一
つ
で
あ
る
『
対
論

筆
記
』
の
史
料
的
価
値
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
『
対
論
筆
記
』
と
『
鞘
之
間
論
議
』
と
の
具
体
的
な
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対
照
作
業
は
、
な
お
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
み
た
い
。

以
下
、
『
対
論
筆
記
』
と
『
鞘
之
間
論
議
』
と
を
対
照
し
、
両

書
の
異
同
の
う
ち
、
特
に
注
目
す
べ
き
箇
所
を
抽
出
し
て
考
察
す

る
。
な
お
、
前
述
の
通
り
直
接
対
論
は
二
回
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

紙
幅
の
制
限
に
よ
り
、
本
稿
で
は
一
回
目
の
対
論
の
み
を
考
察
対

象
と
す
る
。
二
回
目
に
つ
い
て
は
別
稿
に
改
め
た
い
。

両
書
の
異
同
は
概
ね
次
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

・
第
一
類

䢣
『
対
論
筆
記
』
に
の
み
見
え
る
箇
所

・
第
二
類

䢣
『
鞘
之
間
論
議
』
に
の
み
見
え
る
箇
所

・
第
三
類

䢣
両
書
間
に
対
応
関
係
を
有
し
つ
つ
、
内
容
上
の

異
同
を
示
す
箇
所

次
節
よ
り
各
類
に
即
し
な
が
ら
論
を
進
め
る
。
両
書
の
全
文
対

照
表
は
本
稿

頁
以
下
に
付
し
た
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

10

一

『
対
論
筆
記
』
に
の
み
見
え
る
箇
所
（
第
一
類
）

本
節
で
は
、
『
対
論
筆
記
』
に
あ
っ
て
『
鞘
之
間
論
議
』
に
な

い
箇
所
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
具
体
例
と
し
て
【
表
１
】
を
提

示
す
る
。

【
表
１
】（
全
文
対
照
表

～

頁
。
括
弧
付
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
引
用

23

24

者
に
よ
る
。
以
降
の
表
に
つ
い
て
も
同
様
。）

『
対
論
筆
記
』

『
鞘
之
間
論
議
』

一
私
義
ソ
モ

く
霖
師
ノ
書
ヲ
見
テ

●
智
暹
云
。
凡
霖
師
一
代
ノ
著
述
。

已
来
三
十
年
、
或
ル
ト
キ
ハ
尊

或
時
ハ
尊
信
シ
テ
是
ヲ
読
ミ
。

信
頂
戴
シ
、
或
ト
キ
ハ
疑
惑
ヲ

或
時
ハ
疑
惑
シ
テ
此
ヲ
見
ル
。

生
シ
、
多
年
研
究
シ
テ
申
出
ル

三
十
年
来
研
覈
シ
テ
イ
フ
ナ

義
ナ
レ
ハ
、
其
余
ニ
モ
カ
ス

リ
。
ア
ニ
容
易
ノ
論
ナ
ラ
ン
ヤ
。

く
不
審
ノ
文
モ
コ
レ
ア
リ
候

今
此
文
ヲ
論
シ
已
ラ
ハ
。
余
文

ヘ
ト
モ
、
先
一
文
ツ
ヽ
会
通
ナ

ニ
及
フ
ヘ
シ
。
（

）
A'

サ
レ
下
サ
レ
候
ヘ
（

）
A

一
正
定
ノ
言
ハ
必
定
ノ
必
ノ
字
ヲ
含

ム
、
何
故
必
至
滅
度
、
住
正
定

故
、
何
故
言
正
定
、
必
至
滅
度

故
ト
云
、
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
密
益
ニ

通
ス
ト
云
、
穢
土
ノ
仮
名
人
・

浄
土
ノ
仮
名
人
不
一
不
異
、
何

ソ
密
益
ナ
シ
ト
云
ハ
ン
ヤ
（

）
B

一
穢
土
仮
名
人
・
浄
土
仮
名
人
ト
ハ

前
念
・
一
念
ナ
リ
、
今
密
益
ト

同
シ
カ
ラ
ス
（

）
C

一
密
益
ト
ハ
蓮
華
ノ
中
ヘ
オ
サ
メ
ラ

○
功
存
云
。
此
界
ニ
於
テ
蓮
華
ノ

ル
ヽ
ト
同
シ
コ
ト
、
一
念
ノ
ト

中
ニ
託
ス
ル
ニ
非
ス
ヤ
。
コ
レ

キ
蓮
胎
中
ニ
入
レ
ト
モ
衆
生
ハ

密
益
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
。
（

）
D'

不
知
、
是
ヲ
密
ト
云
（

）
D

議
論
の
流
れ
を
上
段
（

）
～
（

）
に
沿
っ
て
確
認
し
て
み

A

D

た
い
。
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（

）
は
智
暹
の
発
言
で
あ
る
。
自
身
が
法
霖
の
著
述
を
三
〇

A

年
間
に
わ
た
り
研
究
す
る
な
か
で
、
尊
信
と
疑
惑
と
の
両
念
を
懐

い
て
き
た
旨
を
述
べ
、
不
審
の
文
は
数
多
く
あ
る
が
、
ま
ず
一
文

ず
つ
順
に
会
通
す
る
よ
う
学
林
側
に
促
し
て
い
る
。

（

）
は
学
林
側
（
下
段
か
ら
推
す
る
に
学
林
代
講
・
功
存
）

B

の
発
言
で
あ
る
。
法
霖
著
述
の
『
浄
土
折
衝
篇
』
（
以
下
『
折
衝

篇
』
と
称
す
）
の
一
文
を
典
拠
と
し
た
う
え
で
、
当
来
に
お
け
る

滅
度
の
利
益
が
密
益
と
し
て
現
生
に
も
通
じ
る
旨
を
述
べ
、
ゆ
え

に
「
穢
土
ノ
仮
名
人
」
と
「
浄
土
ノ
仮
名
人
」
と
が
「
不
一
不
異
」

の
関
係
に
あ
る
と
論
じ
る
。

（

）
は
智
暹
側
の
反
論
で
あ
る
。
穢
土
の
仮
名
人
と
浄
土
の

C

仮
名
人
と
は
、
前
念
（
往
生
前
）
と
一
念
（
往
生
後
）
と
に
お
い

て
峻
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
い
う
密
益

と
同
じ
で
は
な
い
、
と
学
林
側
の
論
理
を
否
定
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
（

）
で
は
学
林
側
が
次
の
よ
う
に
反
駁
す

D

る
。
密
益
と
は
浄
土
の
蓮
華
の
な
か
に
摂
め
ら
れ
る
こ
と
と
同
義

（
３
）

で
あ
り
、
衆
生
は
（
信
の
）
一
念
の
と
き
に
蓮
胎
の
う
ち
に
入
る

け
れ
ど
も
、
当
人
自
身
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
。
こ
の
事
態
を
称
し

て
「
密
」
と
い
う
の
で
あ
る
、
と
。

上
段
に
お
い
て
は
、
智
暹
側
と
学
林
側
と
の
あ
い
だ
に
「
一
念
」

の
用
法
上
の
食
い
違
い
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
議
論
の
流
れ
そ

の
も
の
は
明
瞭
に
把
握
し
う
る
。

一
方
、
下
段
に
お
い
て
は
か
か
る
流
れ
を
追
う
こ
と
は
難
し
い
。

と
い
う
の
も
、
上
段
の
（

）
（

）
に
対
応
す
る
箇
所
が
下
段

B

C

に
は
な
く
、
（

）
と
（

）
と
が
対
話
と
し
て
連
関
し
な
い
か

A'

D'

ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
対
論
筆
記
』
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
鞘

之
間
論
議
』
の
み
で
は
脈
絡
を
追
い
に
く
い
部
分
を
補
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
点
に
『
対
論
筆
記
』
の
有
用
性
の
一
端
が
見
出
せ

る
。続

い
て
、
第
一
類
に
属
す
別
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
以
下
に

提
示
す
る
【
表
２
】
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
当
該
箇
所
が
『
対

論
筆
記
』
に
の
み
見
え
る
こ
と
、
お
よ
び
智
暹
側
に
と
っ
て
不
利

な
内
容
で
あ
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。

【
表
２
】（
全
文
対
照
表

頁
）

25

『
対
論
筆
記
』

『
鞘
之
間
論
議
』

一
然
ラ
ハ
其
許
ノ
樹
心
録
ニ
モ
マ

○
天
倪
云
。
生
死
即
涅
槃
ト
云
モ
。

キ
ラ
ハ
シ
キ
文
有
、
彼
第
二
四
丁

左

亦
是
法
ニ
約
ス
。
爾
ル
ニ
樹
心

云
、
言
無
碍
信
海
者
約

徳
用

録
ニ
云
。
言

無
碍
信
海

者
。

二

一

二

一

而
説
、
無
碍
者
謂
生
ト
死
即
是

約

徳
用

而
説
。
無
碍
者
。
謂

二

一

涅
槃
、
煩
悩
・
菩
提
体
無
二
也

生
死
即
涅
槃
煩
悩
即
菩
提
。
体

ト
、
已
ニ
此
文
信
ノ
徳
用
ト
云

無
二
之
義
也
。
コ
レ
自
己
ニ
ハ

ハ
ハ
タ
ラ
キ
ナ
リ
、
然
ラ
ハ
信

法
ニ
約
シ
テ
現
生
ノ
一
益
ヲ
談

ヲ
ウ
レ
ハ
生
ト
死
即
涅
槃
ノ
ハ

ス
。
而
シ
テ
他
ヲ
難
ス
ル
ハ
如

タ
ラ
キ
ア
リ
ト
云
コ
ト
カ
、
霖

何
。
（

）
A'

師
ノ
説
モ
樹
心
録
ノ
コ
ヽ
ロ
モ

共
ニ
法
体
ノ
徳
ヲ
云
ハ
同
シ
コ

ト
、
何
ノ
疑
フ
処
ア
ル
ヤ
、
自

ノ
書
ニ
ハ
法
体
ノ
徳
ノ
融
シ
タ

ル
コ
ト
ヲ
云
ヒ
テ
、
他
ノ
説
ヲ

難
ス
ル
ト
云
ハ
ナ
ン
ト
モ
心
得

カ
タ
キ
ナ
リ
（

）
A

一
イ
ヤ
私
カ
樹
心
ノ
文
ハ
信
心
ヲ

●
智
暹
云
。
ス
テ
ニ
信
ノ
徳
用
ト
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ウ
レ
ハ
ソ
ノ
無
碍
ノ
信
海
ノ
徳

云
ヘ
リ
。
コ
レ
信
ノ
益
ニ
テ
。

用
ニ
テ
、
当
来
ハ
生
死
即
是
涅

当
来
ニ
生
死
即
涅
槃
ノ
証
ヲ
ヒ

槃
、
煩
悩
・
菩
体
無
二
ト
申
ス

ラ
ク
。
此
土
ニ
シ
テ
不
二
門
ヲ

（
提
脱
カ
）

コ
ヽ
ロ
ナ
リ
（

）

証
ス
ル
ニ
非
ス
。
（

）

B

B'

一
テ
モ
樹
心
ニ
当
来
ノ
言
ナ
シ
、

○
功
存
・
継
成
・
天
倪
。
並
言
シ

然
レ
ハ
信
ヲ
得
タ
ル
処
生
死
即

テ
云
。
ア
ヽ
何
ノ
言
ソ
ヤ
。
録

涅
槃
ノ
義
ナ
リ
（

）

ノ
文
ニ
当
来
ノ
言
ナ
シ
。
何
ソ

C

転
計
ス
ル
ヤ
。
（

）
C'

一
イ
ヤ
ソ
レ
ハ
当
来
ノ
言
ナ
ク
テ

モ
意
ハ
当
来
ト
云
コ
ト
也
（

）
D

一
ソ
レ
ハ
無
理
非
道
、
サ
ヤ
ウ
ノ

コ
ト
テ
ハ
一
向
論
談
ハ
ナ
ラ

ヌ
、
自
分
ノ
書
ハ
文
字
カ
ナ
ク

テ
モ
意
カ
ア
ル
ト
許
シ
、
他
人

ノ
書
ニ
ハ
ナ
セ
許
サ
ス
ヤ
（

）
E

右
は
、
学
林
側
が
智
暹
の
著
述
『
愚
禿
鈔
樹
心
録
』（
以
下
『
樹

心
録
』
と
称
す
）
の
な
か
の
一
文
を
問
題
に
し
て
い
る
場
面
で
あ

る
。
上
・
下
段
の
両
方
を
参
照
し
な
が
ら
議
論
の
流
れ
を
追
っ
て

み
た
い
。

ま
ず
、
（

）
（

）
に
お
い
て
学
林
側
は
次
の
よ
う
に
発
言

A

A'

す
る
。
『
樹
心
録
』
で
は
信
心
の
徳
用
の
面
か
ら
い
え
ば
生
死
即

涅
槃
・
煩
悩
即
菩
提
で
あ
る
旨
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
法
体

の
徳
と
し
て
滅
度
の
利
益
が
現
生
に
及
ぶ
と
い
う
法
霖
説
と
同
じ

で
は
な
い
か
、
と
。
つ
ま
り
、
学
林
側
は
相
手
（
智
暹
）
の
著
述

を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
説
の
正
し
さ
を
主
張
し
て
い
る
。

一
方
、
智
暹
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。『
樹
心
録
』
の
意
は
、

信
心
を
獲
れ
ば
、
そ
の
無
碍
の
信
海
の
徳
用
に
よ
っ
て
「
当
来
」

は
生
死
即
涅
槃
・
煩
悩
即
菩
提
と
な
る
、
と
。（

）
（

）

B

B'

し
か
し
、
学
林
側
は
智
暹
の
失
を
見
逃
さ
な
い
。
『
樹
心
録
』

に
は
「
当
来
」
の
語
は
な
い
。
原
文
を
後
か
ら
捻
じ
曲
げ
る
べ

き
で
は
な
い
、
と
非
難
す
る
。
（

）（

）

C

C'

注
目
す
べ
き
は
、
上
段
に
の
み
見
ら
れ
る
（

）
（

）
の
発

D

E

言
で
あ
る
。
智
暹
は
、
『
樹
心
録
』
に
「
当
来
」
の
語
が
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
意
は
「
当
来
」
の
文
脈
で
書
い
た
と
反
駁
す
る
が

（

）
、
学
林
側
は
「
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
一
向
論
談
に
な
ら

D
な
い
。
自
分
の
書
は
文
字
が
な
く
て
も
意
が
あ
る
と
許
し
、
他
人

の
書
に
は
な
ぜ
許
さ
ぬ
か
」
と
厳
し
く
追
撃
す
る
（

）。

E

こ
の
二
文
は
明
ら
か
に
智
暹
側
に
不
利
に
は
た
ら
く
記
述
で
あ

る
。
智
暹
側
の
筆
記
者
は
、
か
か
る
点
に
配
慮
し
て
、
あ
え
て
当

（
４
）

該
二
文
を
書
き
留
め
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
よ
う
に
、
『
鞘
之
間
論
議
』
を
『
対
論
筆
記
』
と
対
照
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
者
の
筆
記
者
が
取
捨
選
択
し
な
が
ら
記
録

を
お
こ
な
っ
た
で
あ
ろ
う
面
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
の
結
果
は
『
対
論
筆
記
』
の
信
頼
性
を
直
ち
に
保

証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
智
暹
側
に
取
捨
選
択
の
筆
記
態
度
が
看

取
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
翻
っ
て
、
学
林
側
の
『
対
論
筆
記
』

に
お
い
て
も
同
様
の
態
度
が
は
た
ら
い
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
で
検
討
し
た
い
。
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二

『
鞘
之
間
論
議
』
に
の
み
見
え
る
箇
所
（
第
二
類
）

前
節
で
は
『
対
論
筆
記
』
に
の
み
見
え
る
箇
所
を
取
り
上
げ
た

が
、
本
節
で
は
そ
の
逆
、
す
な
わ
ち
『
鞘
之
間
論
議
』
に
あ
っ
て

『
対
論
筆
記
』
に
な
い
箇
所
を
検
討
す
る
。
ま
ず
は
【
表
３
】
を

提
示
す
る
。

【
表
３
】（
全
文
対
照
表

頁
）

33

『
対
論
筆
記
』

『
鞘
之
間
論
議
』

一
大
進
殿
、
今
日
ハ
晩
景
ニ
モ
及
フ
、

執
事
○傍
大

進

云
。
論
時
良
久
シ
。

論
ヲ
ヤ
メ
ラ
レ
重
テ
出
合
ア
ル

御
前
ニ
モ
御
退
屈
ア
ル
ヘ

ヘ
シ
ト

シ
。
今
日
ハ
先
ツ
コ
レ
マ

云
云

テ
ニ
テ
相
止
ラ
ル
ヘ
シ
。

〇
継
成
云
。
今
日
ノ
論
。
半
途
ナ

リ
。（

）
A

●
智
暹
云
。
重
テ
現
生
一
益
ノ
文

証
ヲ
出
サ
ル
ヘ
シ
。（

）
B

〇
継
成
云
。
考
ヘ
ハ
文
証
モ
ナ
キ

コ
ト
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
先
ツ

預
リ
置
申
ス
ヘ
シ
。（

）
C

右
は
一
回
目
対
論
の
最
終
場
面
を
示
し
て
い
る
。
時
刻
が
夕
暮

れ
に
及
ん
だ
た
め
、
本
山
執
事
・
下
間
大
進
が
智
暹
側
・
学
林
側

双
方
に
対
し
、
対
論
を
ひ
と
ま
ず
終
了
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
上
段
の
記
述
量
の
少
な
さ
で
あ
る
。
下
段
と
対

比
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
対
論
筆
記
』
に
お
い
て
は
、
第

一
文
よ
り
後
の
対
話
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

下
段
に
よ
っ
て
当
該
箇
所
を
確
認
す
る
と
、
学
林
臈
満
・
継
成

が
対
論
を
終
了
す
る
に
は
中
途
半
端
で
あ
る
旨
を
述
べ
（

）
、

A

智
暹
が
学
林
側
に
「
現
生
一
益
」
の
文
証
（
滅
度
が
現
生
に
及
ぶ

と
い
う
典
拠
）
を
提
示
す
る
よ
う
重
ね
て
要
求
し
（

）
、
こ
れ

B

に
対
し
て
継
成
が
即
答
を
避
け
、
預
か
り
置
く
旨
を
述
べ
て
（

）
、

C

対
論
が
終
了
し
て
い
る
。

【
表
３
】
に
お
け
る
記
載
の
有
無
は
、
各
陣
営
の
意
図
を
映
し

出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
直
接
対
論
に
お
け
る
争
点
の
中
核

は
、
先
代
能
化
・
法
霖
が
一
益
法
門
を
説
い
た
か
否
か
で
あ
っ
た
。

そ
の
点
に
お
い
て
智
暹
が
学
林
側
に
迫
っ
た
手
段
は
、
法
霖
弁
護

の
た
め
学
林
が
唱
え
た
密
益
説
の
文
証
提
示
を
求
め
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
下
段
の
（

）
～
（

）
は
、
対
論
終
了
間
際
に
あ
っ
て

A

C

も
、
な
お
そ
の
懸
案
が
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
事
実
を
強

調
す
る
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
智

暹
側
は
次
回
対
論
を
見
据
え
、
一
旦
突
き
付
け
た
そ
の
切
り
札
の

効
力
を
持
続
さ
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
『
対
論
筆
記
』
で
は
当
該
箇
所
に
対
応
す
る
記
載
が
見

ら
れ
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
学
林
側
に
と
っ
て
文
証
提
示
こ
そ
が

回
避
す
べ
き
急
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
第
一
節
の
末
尾
に
言
及
し
た
学
林
側
の
筆
記
者
に
よ
る
取
捨

選
択
の
可
能
性
は
、
【
表
３
】
の
事
例
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
よ

う
。な

お
、
『
鞘
之
間
論
議
』
に
あ
っ
て
『
対
論
筆
記
』
に
な
い
箇

所
は
、
ほ
か
に
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
全
文
対
照
表

頁
や

29
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～

頁
で
は
、
下
段
の
対
話
が
連
続
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

31

32

上
段
の
記
載
が
大
幅
に
少
な
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
例
は
『
鞘
之
間
論
議
』
の
信
頼
性
を
保
証

す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
一
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
同
書
に
も

ま
た
、
筆
記
者
が
意
図
的
に
省
略
し
た
と
考
え
う
る
箇
所
が
存
す

る
か
ら
で
あ
る
。

特
定
の
箇
所
の
有
無
を
も
っ
て
、
一
方
が
他
方
よ
り
も
正
確
で

あ
る
と
判
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
両
書
の
異
同
は
、
む
し
ろ
各

筆
記
者
の
立
場
の
相
違
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
読
み
解
か
れ
る

（
５
）

べ
き
で
あ
る
。

三

両
書
間
に
対
応
関
係
を
有
し
つ
つ
、
内
容
上
の
異
同

を
示
す
箇
所
（
第
三
類
）

第
一
・
二
節
で
は
、
『
対
論
筆
記
』
『
鞘
之
間
論
議
』
の
い
ず

れ
か
一
方
に
し
か
見
え
な
い
箇
所
に
焦
点
を
当
て
た
。
本
節
で
取

り
上
げ
る
の
は
、
両
書
の
あ
い
だ
に
対
応
す
る
文
が
あ
り
な
が
ら

も
、
内
容
面
や
分
量
に
相
違
が
見
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

具
体
例
と
し
て
【
表
４
】
を
提
示
す
る
。

【
表
４
】（
全
文
対
照
表

頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
）

23

『
対
論
筆
記
』

『
鞘
之
間
論
議
』

一
霖
師
一
代
ノ
書
正
定
・
滅
度
二

○
継
成
云
。
筆
ニ
著
シ
テ
邪
義
ト

益
ノ
判
分
明
ナ
リ
、
折
衝
篇
ハ

イ
フ
モ
ノ
数
多
ナ
リ
。
コ
ノ
一

対
他
・
破
邪
ノ
書
也
、
霖
師
宗

文
ニ
就
テ
破
ス
ル
ヤ
。
ハ
タ
多

義
ヲ
明
ス
ノ
文
何
ノ
処
ニ
一
益

部
ニ
連
貫
シ
テ
破
セ
ラ
ル
ヽ

ノ
文
ア
リ
ヤ
、
又
其
方
ハ
タ
ヽ

ヤ
。

此
折
衝
ノ
一
文
一
句
ヲ
取
テ
強

テ
霖
師
ヲ
一
益
ノ
邪
義
ト
云
ヤ
、

但
シ
霖
師
著
述
書
通
シ
テ
難
ス

ル
ヤ

右
は
、
学
林
側
（
下
段
か
ら
推
す
る
に
継
成
）
に
よ
る
智
暹
側

へ
の
発
言
で
あ
る
。
上
段
の
大
意
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
法
霖
師
の
生
涯
の
著
述
に
は
、
正
定
聚
と
滅
度
と
の
判
釈
が
明

確
に
示
さ
れ
て
い
る
。『
折
衝
篇
』
は
対
他
・
破
邪
の
書
で
あ
る
。

霖
師
が
宗
義
を
明
か
し
た
文
の
う
ち
、
ど
こ
に
一
益
を
説
い
た
も

の
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
ま
た
、
あ
な
た
は
た
だ
『
折
衝
篇
』
の

一
文
一
句
の
み
を
取
り
上
げ
て
、
強
引
に
霖
師
を
一
益
の
邪
義
の

唱
導
者
と
見
な
す
の
か
。
そ
れ
と
も
、
霖
師
の
著
述
全
般
を
通
じ

て
論
難
し
て
い
る
の
か
」
と
。

こ
れ
に
対
応
す
る
下
段
の
文
は
、
上
段
に
比
べ
て
短
い
も
の
の
、

発
言
の
趣
旨
は
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
を

子
細
に
比
較
す
る
と
、
看
過
し
が
た
い
相
違
が
一
点
存
す
る
。
す

な
わ
ち
、
上
段
に
お
い
て
『
折
衝
篇
』
が
「
対
他
・
破
邪
ノ
書
」

（
傍
線
部
）
で
あ
る
こ
と
が
明
示
的
に
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
同
書
は
華
厳
宗
・
鳳
潭
の
論
難
に
応
じ
て
著
さ
れ
た
書
物
で

あ
り
、
そ
の
対
外
的
性
格
を
考
慮
せ
ず
に
法
霖
を
非
難
す
る
の
は

筋
違
い
で
あ
る
、
と
学
林
側
は
主
張
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
に
と
っ
て
法
霖
へ
の
非
難
を
払
拭
す
る
こ
と
は
、
本
対
論
に

お
け
る
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
関
わ
る
発
言
を
綿
密
に

記
載
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
措
置
と
い
え
る
。

一
方
、
下
段
に
は
か
か
る
旨
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
智
暹
側
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
法
霖
の
著
述
に
一
益
法
門
と
疑
わ
れ
る
内
容
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が
あ
り
、
そ
の
点
を
指
弾
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
。
ゆ
え
に

『
折
衝
篇
』
が
対
他
・
破
邪
の
書
か
否
か
は
詳
記
に
値
し
な
い
と

判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
両
書
に
対
応
す
る
箇
所
が
あ
り
な
が
ら
も
、
筆

記
者
の
立
場
に
よ
っ
て
内
容
面
に
相
違
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
同
様
の
傾
向
は
次
に
提
示
す
る
【
表
５
】
に
も
確
認
で

き
る
。

【
表
５
】（
全
文
対
照
表

頁
。
網
掛
け
は
引
用
者
に
よ
る
。
）

15

『
対
論
筆
記
』

『
鞘
之
間
論
議
』

一
論
者
云
、
成
程
其
通
リ
、
正
定

〇
功
存
云
。
文
中
已
ニ
理
実
当
来

聚
ニ
住
シ
テ
必
ス
滅
度
ニ
至
ル

益
ト
イ
ヘ
リ
。
衆
生
ヨ
リ
ミ
レ

ヘ
キ
モ
ノ
ユ
ヘ
必
定
ト
云
、
其

ハ
。
滅
度
ハ
彼
土
ニ
ア
リ
。
然

正
定
聚
ト
ハ
法
前
得
ニ
テ
タ
ト

レ
ト
モ
法
前
得
ト
云
フ
ニ
同

ヘ
ハ
日
光
ノ
及
フ
処
暁
ト
ナ
ル
、

シ
。
夜
イ
マ
タ
明
サ
ル
ニ
明
至

暁
ト
日
中
ト
別
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
思

ル
カ
如
ク
。
ソ
ノ
日
輪
ノ
光
体

ヘ
ト
モ
、
日
輪
ノ
体
ハ
一
ツ
ニ

コ
レ
一
ツ
ナ
リ
。
今
正
定
ト
滅

ナ
ル
如
ク
、
正
定
聚
ト
ハ
暁
ノ

度
ト
ニ
相
通
ス
。
故
ニ
必
定
ト

如
ク
、
日
輪
ノ
相
ノ
ア
ラ
ハ
ニ

云
ニ
非
ス
ヤ
。
（

）
A'

ミ
ユ
ル
日
中
ハ
滅
度
ノ
如
シ
、

衆
生
ノ
機
ヨ
リ
ミ
レ
ハ
正
定
ト

滅
度
ト
彼
此
二
土
ノ
益
ニ
シ
テ
、

別
モ
ノ
ヽ
ヤ
ウ
ニ
ミ
ユ
レ
ト
モ
、

日
輪
ノ
体
ハ
暁
モ
日
中
モ
只
一

ツ
ノ
日
輪
ナ
レ
ハ
、
コ
ヽ
ヲ
通
二

現
生
密
益

ト
云
、
密
益
ト
云
テ

一

顕
益
ト
ハ
云
ハ
ス
、
而
シ
テ
次

ニ
理
実
ニ
生
後
益
ト
明
ナ
ル
文

ノ
ア
ル
ヲ
枉
ケ
テ
、
無
理
ニ
一

益
ノ
義
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ハ
何
ノ
意

ソ
ヤ
（

）
A

一
暹
云
、
正
定
聚
ヲ
法
前
得
ノ
義

●
智
暹
云
。
俱
舎
ノ
法
前
得
。
全

ト
ハ
何
ト
モ
合
点
仕
リ
難
シ

ク
今
ト
同
シ
カ
ラ
ス
。

（

）
B

一
論
者
云
、
法
前
得
・
法
後
得
ナ

〇
功
存
云
。
全
ク
同
シ
ト
云
ニ
ハ

ト
ノ
コ
ト
、
ソ
レ
ハ
合
点
ユ
カ

ア
ラ
ス
。
此
例
。
心
ニ
契
ハ
ズ

ス
ハ
ユ
カ
ヌ
ナ
リ
、
ソ
レ
ハ
ト

バ
ト
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
然
ラ
ハ
正

リ
ヲ
キ
テ
、
モ
ト
ヘ
モ
ト
リ
テ

文
ニ
就
テ
論
セ
ン
。
既
ニ
理
実

理
実
ニ
生
後
ノ
益
ト
ア
ル
ヲ
何

生
後
益
ト
イ
ヘ
ハ
。
会
釈
ナ
ル

ソ
マ
ケ
テ
一
益
ト
云
ハ
ル
ヽ
ヤ

ヘ
キ
文
ヲ
。
曲
テ
一
益
ト
ス
ル

（

）

ニ
非
ス
ヤ
。

C

一
暹
云
、
合
正
定
及
滅
度
為
一
益

●
智
暹
云
。
若
爾
ラ
ハ
正
定
及
滅

ト
云
文
イ
カ
ヽ
（

）

度
ト
。
及
ノ
字
ノ
ヘ
タ
テ
ア
リ

D

テ
。
合
為

一
益

ト
ハ
イ
カ
ン
。

二

一

文
ヲ
マ
ケ
ス
。

一
論
者
云
、
涅
槃
ヲ
ウ
ヘ
キ
処
ヲ

〇
功
存
云
。
必
至
滅
度
ノ
勢
ヒ
ア

決
定
シ
タ
ル
ヲ
正
定
ト
云
、
ソ

リ
。
涅
槃
ノ
勢
ヒ
。
此
土
ニ
通

ノ
正
定
ニ
涅
槃
ニ
至
ル
余
勢
ア

ス
ル
ナ
リ
。

リ
、
コ
レ
ヲ
密
益
ト
云
（

）
E

右
は
、
学
林
側
（
下
段
か
ら
推
す
る
に
功
存
）
と
智
暹
と
が
『
折

衝
篇
』
の
一
文
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

争
点
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
正
定
（
聚
）
」
な
い
し
「
必

定
」
と
「
滅
度
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
以
下
、
対
話
の
流
れ
を
上

段
の
（

）
～
（

）
に
沿
っ
て
確
認
し
て
み
た
い
。

A

E

ま
ず
、
（

）
で
は
功
存
が
次
の
よ
う
に
発
言
す
る
。
（
信
心

A

獲
得
者
は
）
正
定
聚
に
住
し
て
必
ず
滅
度
に
至
る
ゆ
え
に
、
「
必
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（
６
）

定
」
と
い
う
。
正
定
聚
は
法
前
得
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

日
輪
の
譬
え
で
説
明
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
暁
と
日
中
と
は
別
も

の
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
日
輪
の
体
と
し
て
は
一
つ
で
あ

る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
正
定
聚
（
暁
）
と
滅
度
（
日
中
）
も
、
衆

生
の
機
よ
り
見
れ
ば
此
土
・
彼
土
の
二
益
と
し
て
別
々
に
見
え
る

が
、
体
と
し
て
は
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
義
を
指
し
て
「
現
生
の
密

益
に
通
ず
」
と
い
い
、
顕
益
と
は
い
わ
な
い
。
し
か
も
『
折
衝
篇
』

に
は
「
理
実
に
生
後
の
益
（
道
理
の
上
で
は
実
は
往
生
後
の
利
益
）
」

と
明
ら
か
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
智
暹
が
そ

れ
を
曲
げ
て
無
理
に
一
益
の
義
と
す
る
の
は
、
い
か
な
る
意
か
、

と
。こ

れ
に
対
し
て
智
暹
は
、
「
正
定
聚
を
法
前
得
と
解
す
る
こ
と

は
納
得
し
が
た
い
」
と
反
論
す
る
（

）
。

B

そ
こ
で
功
存
は
、
「
法
前
得
・
法
後
得
な
ど
の
こ
と
が
納
得
で

き
な
い
の
な
ら
、
で
き
な
い
ま
ま
で
よ
い
。
そ
れ
は
ひ
と
ま
ず
措

い
て
お
い
て
、
も
と
へ
戻
っ
て
『
理
実
に
生
後
の
益
』
と
あ
る
の

を
、
ど
う
し
て
曲
げ
て
一
益
と
い
う
の
か
」
と
議
論
を
立
て
直
す

（

）
。

Cす
る
と
智
暹
は
、
『
折
衝
篇
』
に
お
け
る
「
正
定
及
び
滅
度
を

合
し
て
一
益
と
為
す
」
と
い
う
文
証
を
提
示
し
、
そ
の
会
通
を
迫

る
（

）。

D
こ
れ
を
受
け
て
功
存
は
、
「
涅
槃
を
得
る
べ
き
地
位
に
決
定
し

た
こ
と
を
正
定
と
い
い
、
そ
の
正
定
に
涅
槃
に
至
る
余
勢
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
指
し
て
密
益
と
い
う
」
と
述
べ
る
（

）。

E

上
・
下
段
を
比
較
し
た
際
に
大
き
く
異
な
る
の
は
、
（

）
と

A

（

）
と
の
分
量
の
差
で
あ
る
。
前
者
で
は
日
輪
の
譬
え
を
用

A'
い
て
自
陣
の
主
張
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者

で
は
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
ま
た
、
各
筆
記
者
の
立
場
の
相
違
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
霖
説
を
擁
護
す
る
学
林
側
の
筆
記
者
に

と
っ
て
、
そ
の
解
説
に
紙
幅
を
費
や
す
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
同
説
を
批
判
の
対
象
と
す
る
智
暹
側
の
筆
記
者

に
は
、
相
手
側
の
発
言
を
必
要
以
上
に
書
き
留
め
る
理
由
は
な

か
っ
た
。

さ
ら
に
上
段
で
注
意
し
た
い
の
は
、
網
掛
け
を
施
し
た
「
正

定
（
聚
）
」
と
い
う
語
の
多
さ
で
あ
る
。
同
語
は
、
下
段
で
は
二

（
７
）

回
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
上
段
で
は
八
回
も
記

さ
れ
て
い
る
。

学
林
側
の
主
眼
は
、
正
定
聚
位
に
お
い
て
滅
度
の
利
益
が
現

生
に
密
か
に
通
じ
る
こ
と
を
示
す
点
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

議
論
の
基
点
た
る
「
正
定
（
聚
）
」
の
語
を
繰
り
返
し
用
い
る
こ

と
で
、
こ
の
位
が
滅
度
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
強
調

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
智
暹
側
に
と
っ
て
正
定
聚
は
あ
く
ま
で
現
生

の
利
益
で
あ
り
、
当
来
の
利
益
た
る
滅
度
と
峻
別
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
同
語
を
多
用
し
て
滅
度
を
現
生
に

引
き
寄
せ
る
論
理
を
展
開
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
下
段
の
同

語
の
少
な
さ
は
、
そ
の
立
場
を
反
映
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
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以
上
の
二
例
が
示
す
よ
う
に
、
『
対
論
筆
記
』
に
は
自
陣
の
主

張
を
委
曲
に
記
す
偏
り
が
看
取
さ
れ
、
他
方
『
鞘
之
間
論
議
』
に

は
相
手
方
の
発
言
を
簡
略
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。そ
も
そ
も
、

い
か
な
る
書
物
で
あ
れ
、
筆
者
（
筆
記
者
）
の
立
場
を
完
全
に
離

れ
て
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
対
論
書
と
い
う
性
格
を
有
す
る
両

書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
点
が
特
に
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
和
四
年
五
月
十
七
日
に
本
山
対
面
所
に
お
い
て

交
わ
さ
れ
た
一
回
目
の
直
接
対
論
に
つ
い
て
、
『
対
論
筆
記
』
と

『
鞘
之
間
論
議
』
と
を
対
照
し
つ
つ
、
両
書
の
異
同
を
三
類
に
分

け
て
考
察
し
た
。

第
一
類

䢣
『
対
論
筆
記
』
に
の
み
見
え
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

【
表
１
】
の
事
例
に
よ
り
、『
鞘
之
間
論
議
』
に
な
い
箇
所
が
『
対

論
筆
記
』
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
『
鞘
之
間

論
議
』
に
の
み
依
拠
す
る
場
合
に
は
、
議
論
の
脈
絡
を
把
握
し
に

く
い
箇
所
が
、
『
対
論
筆
記
』
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は

じ
め
て
連
関
を
回
復
す
る
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
【
表
２
】
の
事
例
で
は
、
智
暹
側
に
不
利
に
は
た
ら
く

発
言
が
『
対
論
筆
記
』
に
の
み
記
載
さ
れ
、
『
鞘
之
間
論
議
』
に

は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
智
暹
側
の
筆
記
者

が
自
陣
に
不
都
合
な
対
話
を
あ
え
て
書
き
留
め
な
か
っ
た
可
能
性

の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
二
類

䢣
『
鞘
之
間
論
議
』
に
の
み
見
え
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
【
表
３
】
の
事
例
に
よ
り
、
対
論
終
了
間
際
に
お
け
る
智
暹

側
の
発
言
（
「
現
生
一
益
」
の
文
証
提
示
を
重
ね
て
迫
る
場
面
）

が
『
対
論
筆
記
』
に
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
両
書
間
に
お
け

る
当
該
箇
所
の
有
無
は
、
双
方
の
意
図
を
映
し
出
し
た
も
の
と
い

え
る
。
す
な
わ
ち
、
文
証
要
求
と
い
う
切
り
札
の
有
効
性
を
次
回

対
論
ま
で
持
ち
越
そ
う
と
す
る
智
暹
側
の
思
惑
と
、
当
該
箇
所
の

記
録
化
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
学
林
側
の
配
慮
と
で
あ
る
。

第
三
類

䢣
両
書
間
に
対
応
関
係
を
有
し
つ
つ
、
内
容
上
の
異

同
を
示
す
箇
所
に
つ
い
て
は
、
【
表
４
】
【
表
５
】
の
事
例
に
よ

り
、
同
趣
旨
で
あ
る
二
文
の
あ
い
だ
に
、
詳
略
・
用
語
頻
度
の
面

で
顕
著
な
差
が
存
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
『
対
論
筆
記
』
に
お

け
る
詳
述
と
『
鞘
之
間
論
議
』
に
お
け
る
簡
略
化
と
は
、
自
陣
本

位
の
取
捨
と
い
う
点
で
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
両
書
と
も
に
筆
記

者
の
立
場
を
離
れ
た
中
立
的
な
記
録
で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
た
。

以
上
の
対
照
作
業
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
両
書
が
い
ず
れ

か
一
方
の
正
確
さ
を
競
う
関
係
で
は
な
く
、
相
互
補
完
的
な
関
係

に
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
は
『
鞘
之
間
論
議
』
を

主
た
る
参
照
史
料
と
し
て
き
た
が
、
今
後
は
『
対
論
筆
記
』
を
併

せ
て
活
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
第
一
回
対
論
の
み
を
考
察
対
象
と
し
た
。
第

二
回
対
論
に
お
け
る
両
書
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
り
た

い
。
ま
た
、
学
林
対
論
書
と
し
て
は
『
対
論
筆
記
』
の
ほ
か
に
も

複
数
の
異
本
が
存
し
、
そ
れ
ら
を
視
野
に
収
め
た
対
照
作
業
に
つ

い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註（
１
）
た
だ
し
、
二
度
の
直
接
対
論
に
お
い
て
争
点
に
な
っ
た
の
は
、
本
尊

論
で
は
な
く
、
法
霖
が
一
益
法
門
を
説
い
た
か
否
か
で
あ
っ
た
。

（
２
）
例
え
ば
、
足
利
瑞
義
編
『
龍
谷
大
学
三
百
年
史
』
（
龍
谷
大
学
出
版

部
、
一
九
三
九
年
、
二
一
二
頁
）
に
は
「
そ
の
論
議
の
状
況
を
記
し

た
も
の
に
は
、
学
林
側
の
手
に
な
れ
る
も
の
と
、
智
暹
側
の
手
に
な

れ
る
も
の
と
の
両
部
が
伝
つ
て
ゐ
る
が
、
学
林
側
の
そ
れ
は
牽
強
附

会
の
記
事
多
く
て
、
信
用
し
難
い
点
が
あ
る
。
智
暹
側
の
そ
れ
は
比

較
的
に
正
確
と
思
は
れ
る
節
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
「
行
文
類
」
に
は
、
法
照
『
浄
土
五

会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
が
引
か
れ
、
「
此
の
界
に
一
人
仏
の
名
を
念

ず
れ
ば
、
西
方
に
便
ち
一
の
蓮
有
り
て
生
ず
」
（
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
、
本
願
寺
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
、
三
八
頁
、
原
漢
文
）
と
あ
る
。

（
４
）
智
暹
側
の
筆
記
者
に
お
け
る
同
様
の
筆
記
態
度
は
、
全
文
対
照
表
16

頁
に
も
確
認
で
き
る
。
当
該
箇
所
の
上
段
で
は
、
学
林
側
が
智
暹
の

著
述
『
入
出
二
門
偈
頌
流
情
記
』
を
引
用
し
、
同
書
の
内
容
と
法
霖

説
と
が
同
じ
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
一
方
、
下
段
で
は
そ
の
主

張
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
点
は
前
稿
に
お
い
て
も
指

摘
し
た
。

（
５
）
も
と
よ
り
、
記
載
の
不
在
そ
れ
自
体
は
、
聞
き
落
と
し
や
筆
記
の

遅
れ
と
い
っ
た
偶
発
的
事
情
に
よ
っ
て
も
生
じ
う
る
。
と
は
い
え
、

【
表
２
】
【
表
３
】
の
事
例
に
お
い
て
は
、
該
当
箇
所
が
い
ず
れ

も
筆
記
者
の
属
す
る
陣
営
に
と
っ
て
不
都
合
な
内
容
で
あ
る
。
ゆ

え
に
、
記
載
の
不
在
す
べ
て
を
偶
然
の
所
産
と
見
な
す
こ
と
は
難

し
い
。

（
６
）
こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
法
前
得
」
は
、
往
生
後
の
得
益
が
、
そ
れ
に
先

立
っ
て
現
生
に
お
い
て
成
立
す
る
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）
た
だ
し
、
『
鞘
之
間
論
議
』
に
お
い
て
は
、
【
表
５
】
に
示
し
た
対

話
の
直
後
に
「
●
智
暹
云
。
ソ
ノ
滅
度
ニ
イ
タ
ル
勢
ヒ
ハ
正
定
聚

ナ
リ
。
滅
度
ニ
ハ
非
ス
。
何
ソ
即
滅
度
ト
云
ヘ
キ
ヤ
」
と
い
う
発

言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
を
含
め
る
と
「
正
定
（
聚
）
」
の
語

は
計
三
回
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
あ
べ

ひ
ろ
の
り

本
願
寺
史
料
研
究
所
研
究
員
）

『
対
論
筆
記
』
と
『
鞘
之
間
論
議
』
と
の
対
照
表
（
第
一
回
）

【
凡
例
】

・
本
表
は
、
『
対
論
筆
記
』
を
上
段
に
、
『
鞘
之
間
論
議
』
を
下

段
に
置
い
た
対
照
表
で
あ
る
。
掲
出
範
囲
は
、
明
和
四
年
（
一

七
六
七
）
五
月
十
七
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
第
一
回
対
論
の
記
録

部
分
で
あ
る
。

・
上
段
『
対
論
筆
記
』
の
本
文
は
、
安
部
弘
得
「
明
和
の
法
論
を

め
ぐ
る
対
論
書
に
つ
い
て

䢣
『
対
論
筆
記
』
の
紹
介
を
兼
ね

て

䢣
」
（
『
本
願
寺
史
料
研
究
所
報
』
第
六
四
号
、
二
〇
二

三
年
、
一
〇
～
一
六
頁
）
所
収
の
翻
刻
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、

今
回
の
再
掲
に
あ
た
り
一
部
に
修
正
を
施
し
た
。

・
下
段
『
鞘
之
間
論
議
』
の
本
文
は
、
『
真
宗
全
書
』
第
五
〇
巻

（
藏
経
書
院
、
一
九
一
五
年
、
二
八
一
～
二
八
八
頁
）
所
収
の

翻
刻
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体

に
改
め
、
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
傍
注
を
示

し
た
。
ま
た
、
対
照
の
便
を
考
慮
し
、
行
頭
は
上
段
に
し
た
が

っ
て
揃
え
た
。

・
下
段
に
お
け
る
〇
●
の
記
号
は
、
『
真
宗
全
書
』
第
五
〇
巻
に

し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
〇
は
学
林
側
の
発
言
を
、
●
は
智

暹
側
の
発
言
を
示
す
。



『
対
論
筆
記
』

『
鞘
之
間
論
議
』

一
下
間
大
進
殿
被
仰
渡
、
真
浄
寺
先
達
而
申
通
、
今
日
対
論
被

頃
年
播
州
魚
崎
真
浄
寺
智
暹
。
シ
ハ

く
日
溪
講
主
ノ
所
談

仰
付
候
間
、
高
声
ニ
無
之
様
神
妙
ニ
被
致
論
義
可
然
候

ヲ
弾
シ
テ
邪
義
ニ
類
同
ス
ト
ス
。
学
林
中
日
溪
ノ
門
人
。
是

ヲ
憤
ル
コ
ト
日
久
シ
。
今
夏
本
山
ニ
訴
ヘ
テ
是
ヲ
詰
問
セ
ン

ト
ス
。
是
ヨ
リ
先
キ
。
暹
公
。
真
宗
本
尊
義
ヲ
著
セ
ル
ニ
。

学
林
ヨ
リ
ソ
ノ
弘
道
ヲ
禁
遏
ス
。
因
テ
暹
公
モ
マ
タ
本
山
ニ

訴
テ
。
是
ヲ
弁
明
セ
ン
ト
ス
。
彼
是
互
ニ
挑
ン
テ
遂
ニ
面
決

ニ
及
ヘ
リ
。
于

時
明
和
四
丁
亥
年
五
月
十
七
日
。
於

対
面

レ

二

所

討
論
。

一
答
者
越
前
功
存
当
夏

講
師

豊
前
天
倪
。
豊
前
継
成
。

難
者
。
智
暹
。
及
門
人
行
界
等
。

両
御
門
主
出
御
。
諸
役
人
列
座
。
未
刻
ニ
始
テ
。
申
半
刻
ニ

罷
ム
。学

林
筆
記
者
。
仰
誓
・
徳
厳
・

別
加

教
隆
・
北
天
・
二
子

二

一

一
論
者
云
、
唯
今
被
仰
出
候
通
、
今
日
ハ
其
元
著
述
ノ
本
尊
儀

〇
功
存
問
云
。
其
許
著
述
本
尊
義
ノ
コ
ト
ハ
。
能
化
ヨ
リ
沙
汰

ノ
コ
ト
ハ
御
能
職
応
対
可
有
之
コ
ト
ニ
候
、
然
ル
ニ
本
尊
儀

ア
ル
ヘ
シ
。
マ
ツ
先
能
化
演
暢
院
ノ
コ
ト
ヲ
。
口
ニ
云
ヒ
筆

ノ
中
一
益
達
解
等
ト
種
々
ニ
点
斥
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
、
其
許
ノ

ニ
顕
シ
テ
。
誹
謗
イ
タ
サ
レ
候
コ
ト
。
天
下
カ
ク
レ
ナ
シ
。

（
マ
マ
）

本
心
ハ
学
林
先
職
演
暢
院
法
霖
ヲ
イ
ミ
ソ
シ
ル
趣
ハ
、
或
ハ

甚
タ
有
間
敷
コ
ト
ニ
候
。
依

之
学
林
ヘ
訴
ヘ
出
ル
者
多
シ
。

レ

筆
ニ
顕
シ
口
ニ
伝
ヘ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
天
下
ニ
カ
ク
レ
ナ
シ
、
依

寔
ニ
学
仏
ノ
徒
タ
ル
モ
ノ
。
為
法
ノ
志
ヲ
以
テ
。
縦
令
非
ニ

之
処
々
ヨ
リ
学
林
ヘ
被
訴
衆
中
多
シ
、
ソ
レ
ユ
ヘ
今
日
如
此

似
タ
ル
文
ア
ル
ト
モ
。
会
釈
シ
テ
互
ニ
相
扶
テ
。
仏
法
ヲ
興

ノ
対
論
ニ
及
フ
コ
ト
ニ
候
、
誠
学
仏
ノ
徒
ハ
為
法
ノ
志
ヲ
モ

隆
ス
ル
ハ
僧
分
ノ
職
ナ
リ
。
然
ル
ニ
其
許
ハ
。
一
句
一
字
ノ

テ
互
ニ
相
助
ケ
、
仏
法
興
隆
致
ス
ヘ
キ
コ
ト
僧
分
ノ
職
也
、

謙
譲
モ
ナ
ク
。
先
師
ハ
一
益
法
門
達
解
安
心
ト
。
悪
名
ヲ
ツ
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然
ル
ニ
其
許
謙
譲
ノ
コ
ヽ
ロ
モ
ナ
ク
無
根
謗
ヲ
ナ
シ
、
法
霖

ケ
。
数
多
ノ
道
俗
ヲ
惑
ハ
セ
ル
旨
。
イ
ハ
レ
ナ
キ
義
ナ
リ
。

ハ
一
益
法
門
達
解
安
心
ナ
ト
ヽ
悪
名
流
布
ス
ル
コ
ト
ア
ル
マ

既
ニ
先
師
ハ
。
数
代
法
王
ノ
命
ヲ
奉
シ
テ
職
ニ
ア
タ
リ
。
一

シ
キ
コ
ト
ナ
リ
、
学
職
ハ
一
宗
ノ
法
ヲ
タ
ヽ
ス
人
、
コ
ト
ニ

生
ノ
間
。
破
邪
顕
正
ノ
功
ヲ
著
シ
。
万
人
ソ
ノ
恩
沢
ヲ
蒙
ル
。

法
霖
ハ
数
代
ノ
法
王
ノ
命
ヲ
奉
シ
テ
学
林
ノ
能
化
職
ト
シ

若
疑
シ
キ
所
ア
ラ
ハ
。
互
ニ
相
尋
テ
相
談
ニ
及
フ
ヘ
キ
ノ
処

テ
、
破
邪
顕
正
ノ
功
幾
万
人
其
恩
沢
ヲ
蒙
ラ
ヌ
ハ
ナ
シ
、
実

ニ
。
却
テ
ソ
ノ
事
ナ
ク
。
剰
ヘ
文
ヲ
枉
テ
。
サ
マ

く
ノ
無

ニ
為
法
ノ
志
ア
ラ
ハ
不
審
ナ
ル
処
ハ
尋
問
テ
其
疑
ヲ
決
シ
、

根
謗
ヲ
ナ
サ
ハ
。
当
流
ノ
規
矩
ハ
何
ノ
処
ニ
テ
立
ヘ
キ
ヤ
。

一
宗
ノ
法
門
ヲ
一
様
ニ
弘
通
ア
リ
タ
キ
コ
ト
ナ
リ
、
其
方
ノ

上
御
一
人
ヨ
リ
。
下
万
人
マ
テ
ヲ
騒
カ
シ
候
コ
ト
。
甚
タ
以

如
ク
文
ヲ
枉
ケ
義
ヲ
マ
ケ
テ
先
師
ヲ
一
益
達
解
ト
難
セ
ハ
、

テ
ア
ル
マ
シ
キ
事
ナ
リ
。
此
方
ナ
ト
モ
。
随
分
ニ
先
輩
ノ
説

当
流
ノ
規
矩
ハ
何
ニ
ヨ
リ
テ
立
ヘ
キ
ヤ
、
先
輩
ノ
説
ハ
長
ス

ヲ
挙
用
ヒ
。
其
許
ノ
説
モ
。
ヨ
ロ
シ
キ
所
ハ
是
ヲ
依
用
シ
テ
。

ル
ヲ
挙
テ
人
ノ
徳
ヲ
ヲ
ホ
フ
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
シ
キ
コ
ト
ナ
ル

少
シ
モ
人
ノ
徳
ヲ
掩
ハ
ス
。
然
ル
ニ
タ
ヽ
人
我
ヲ
募
リ
。
先

ニ
、
先
師
学
職
ヲ
非
義
邪
法
ト
云
テ
、
当
流
ノ
法
門
ノ
源
ヲ

師
ヲ
邪
義
非
義
ト
マ
フ
サ
ル
ヽ
コ
ト
。
嗷
々
ト
シ
テ
巷
ニ
溢

破
ル
ユ
ヘ
ニ
、
不
得
止
今
日
糾
明
ス
ル
処
ナ
リ
、
其
疑
ハ
シ

レ
。
学
林
ヘ
モ
訴
ヘ
ア
ル
ニ
依
テ
。
此
度
吟
味
仰
セ
ツ
ケ
ラ

キ
ハ
日
ヲ
重
ネ
年
ヲ
経
テ
モ
一
々
弁
論
セ
ネ
ハ
弘
通
ノ
妨
ケ

ル
ヽ
。
安
心
ノ
大
事
ナ
レ
ハ
。
大
イ
ニ
弘
通
ノ
妨
ニ
相
成
候

ナ
レ
ハ
、
互
ニ
仏
祖
・
知
識
ヲ
頭
ニ
頂
キ
俗
情
ヲ
止
テ
、
公

コ
ト
ナ
レ
ハ
。
日
ヲ
重
子
年
ヲ
累
テ
モ
。
論
談
セ
ス
シ
テ
協

ニ
一
味
和
合
シ
テ
御
宗
門
ノ
一
分
ヲ
モ
護
持
ス
ヘ
キ
コ
ト
ナ

フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
コ
レ
全
ク
俗
論
ニ
ア
ラ
ス
。
公
ケ
ニ
コ
レ
ヲ

レ
ハ
、
カ
ネ
テ
疑
謗
ノ
趣
一
々
具
ニ
尋
申
サ
ル
ヘ
ク
候
、
諍

論
シ
。
一
味
和
合
シ
テ
。
法
門
ヲ
護
持
シ
弘
通
イ
タ
ス
ヘ
キ

論
ト
云
テ
勝
負
ヲ
競
フ
ト
云
コ
ト
ニ
テ
ハ
無
之
間
、
公
ニ
糺

コ
ト
ナ
リ
。
世
間
ニ
ハ
荒
涼
ニ
申
セ
ト
モ
仏
祖
ノ
正
意
ヲ
顕

明
可
致
コ
ト
ニ
候

ス
コ
ト
。
尤
有
難
キ
コ
ト
ナ
リ
。
ソ
ノ
誹
謗
セ
ラ
ル
ヽ
段
。

一
々
諍
論
ヲ
コ
ノ
マ
ス
。
糾
明
イ
タ
ス
ヘ
ク
候
。

一
智
暹
云
、
御
尤
ノ
御
意
ニ
候
、
私
共
ナ
ニ
シ
ニ
先
師
ヲ
邪
義

●
智
暹
云
。
御
尤
ニ
存
候
。
我
等
ナ
ニ
シ
ニ
。
霖
師
ヲ
邪
義
ト

ト
申
ス
ヘ
キ
義
無
之
候
、
シ
カ
レ
ト
モ
文
ニ
臨
テ
ハ
及
ハ
ス

マ
フ
ス
ヘ
キ
ヤ
。
然
レ
ト
モ
祖
師
善
知
識
ノ
御
己
証
ニ
叶
ハ

ナ
カ
ラ
祖
師
ノ
御
己
証
ニ
叶
ハ
ヌ
処
ア
レ
ハ
、
時
ニ
臨
ン
テ

サ
ル
コ
ト
ハ
。
文
ニ
望
ミ
時
ニ
臨
テ
。
評
破
ヲ
加
ル
コ
ト
ハ
。

ハ
評
破
ヲ
加
ヘ
タ
ル
コ
ト
モ
御
座
候
ヘ
ト
モ
、
是
ハ
学
者
分

学
者
分
斉
ノ
常
ニ
シ
テ
。
各
方
モ
其
通
リ
ナ
ル
ヘ
シ
。
私
老

上
ノ
ツ
ト
メ
ト
致
ス
コ
ト
ニ
テ
御
座
候
、
本
尊
義
ノ
中
先
師

年
ニ
及
ン
テ
。
我
執
ヲ
募
ル
ニ
テ
ハ
候
ハ
ス
。
勿
論
本
尊
義
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ノ
名
ヲ
指
シ
テ
一
益
達
解
ト
申
タ
ル
コ
ト
ハ
無
之
候
、
正

ノ
中
ニ
。
邪
義
ト
云
モ
。
其
名
ヲ
サ
シ
マ
フ
サ
ス
。
門
弟
中

定
・
滅
度
一
益
ト
云
ヒ
、
達
解
ヲ
以
テ
安
心
ト
申
ス
モ
ノ
ハ

モ
シ
左
様
ニ
申
ス
者
コ
レ
ア
ラ
ハ
。
私
シ
心
底
ニ
相
叶
ハ
サ

宗
意
ニ
叶
ハ
ス
ト
申
タ
ハ
カ
リ
、
邪
義
ト
ハ
不
申
候
、
然
レ

ル
コ
ト
ニ
候
。

ト
モ
私
門
弟
ノ
中
ニ
不
心
得
ノ
者
有
テ
左
様
ニ
申
タ
ル
モ
ノ

ハ
有
カ
モ
存
セ
ス
候
、
先
師
ヲ
邪
義
ト
ハ
不
申
候
、
文
ニ
臨

テ
評
破
致
ス
コ
ト
ハ
各
方
様
ト
テ
モ
ア
ル
マ
シ
キ
コ
ト
ニ
ア

ラ
ス
、
私
全
ク
我
執
ヲ
以
テ
不
申
候
、
往
生
ノ
一
大
事
ヲ
喜

フ
身
ノ
上
、
コ
ト
ニ
七
十
ニ
ナ
ン

く
ト
ス
ル
身
ナ
レ
ハ
、

利
養
名
聞
ノ
為
ニ
申
ニ
テ
ハ
御
座
ナ
ク
候

一
論
者
云
、
学
者
ノ
上
ニ
ハ
サ
コ
ソ
ア
ル
ヘ
キ
コ
ト
、
世
俗
ノ

〇
功
存
云
。
ナ
ル
ホ
ト
。
世
俗
ノ
論
ト
ハ
チ
カ
ヒ
。
法
義
ノ
コ

論
ト
ハ
違
フ
法
門
ノ
コ
ト
、
心
中
ヲ
ツ
ヽ
マ
ス
可
被
申
、
其

ト
ナ
レ
ハ
。
心
中
ニ
覚
ヘ
ア
ル
ハ
ツ
ナ
リ
。
シ
カ
ラ
ハ
ツ
井

許
ノ
心
中
ニ
覚
ヘ
カ
有
フ
、
然
ハ
其
元
ハ
先
師
ヲ
一
益
ノ
邪

ニ
。
先
師
ヲ
一
益
達
解
ト
ハ
。
マ
フ
サ
レ
サ
ル
ヤ
。

義
・
達
解
安
心
ノ
人
シ
ャ
ト
ハ
口
ニ
モ
云
ハ
ス
、
心
ニ
モ
思

ハ
レ
ヌ
カ

一
暹
云
、
先
師
ヲ
邪
義
ト
申
マ
セ
ヌ
ナ
レ
ト
モ
、
文
ニ
臨
テ
ハ

●
智
暹
云
。
一
益
達
解
ト
ミ
ユ
ル
文
コ
レ
ア
リ
。

評
破
致
シ
タ
ル
義
ハ
コ
サ
リ
マ
ス

〇
功
存
云
。
一
益
法
門
ハ
邪
義
ニ
非
ス
ヤ
。

●
智
暹
云
。
イ
カ
ニ
モ
邪
解
ナ
リ
。
サ
レ
ト
モ
霖
師
ヲ
邪
義
邪

人
ト
ハ
マ
フ
サ
ス
。

一
論
者
云
、
然
ラ
ハ
一
益
ノ
邪
義
ト
ハ
イ
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
申
候

〇
功
存
云
。
一
益
ノ
貌
云
何
。
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ヤ
一
答
云
、
一
念
発
起
ノ
時
正
定
聚
ニ
入
ル
、
其
正
定
聚
ノ
位
即

●
智
暹
云
。
正
定
即
滅
度
ト
執
ス
ル
モ
ノ
是
也
。

滅
度
ト
云
ヲ
一
益
ノ
邪
義
ト
存
候

〇
功
存
云
。
ソ
レ
ハ
此
土
ニ
於
テ
ノ
コ
ト
ナ
リ
ヤ
。

●
智
暹
云
。
爾
ナ
リ
。

一
論
者
云
、
此
界
ニ
テ
一
念
発
起
入
正
定
聚
ヲ
即
滅
度
大
涅
槃

〇
功
存
云
。
此
土
ニ
シ
テ
凡
身
ナ
カ
ラ
滅
度
ニ
イ
タ
ル
ト
ハ
。

也
ト
云
ハ
邪
義
ナ
ル
コ
ト
吾
門
ノ
常
談
、
先
師
何
ソ
其
義
ヲ

先
師
イ
ツ
レ
ノ
所
ニ
談
セ
ル
ヤ
。

云
ン
、
先
師
ノ
著
述
何
ノ
処
ニ
現
生
正
定
聚
即
滅
度
ト
申
サ

レ
タ
ル
文
証
有
リ
ヤ

一
答
曰
、
折
衝
篇
上
十九

云
、
何
故
必
至
滅
度
、
住
正
定
聚
故
、

●
智
暹
云
。
其
文
多
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
。
先
ツ
折
衝
編
ニ
云
。
何

現
益
及
廿
九
種

何
故
言
正
定
、
必
至
滅
度
故
、
如
常
山
蛇
勢
、
龍
樹
謂
之
言

故
必
至

滅
度

。
住

正
定
聚

故
。
何
故
言

正
定

。
必
至

二

一

二

一

二

一

二

必
定
、
是
合
正
定
及
滅
度
為
一
益
、
故
言
必
定
、
因
果
相
即

滅
度

故
。
如

常
山
蛇
勢

。
龍
樹
謂

之
言

必
定

。
是
合

一

二

一

レ

二

一

二

益
、
雖
通
現
生
密
益
、
理
実
生
後
益

、
此
文
正
定
ト
滅
度

正
定
及
滅
度

為

一
益

。
故
言

必
定

。
因
果
相
即
益
。
雖

文

一

二

一

二

一

レ

ト
ヲ
常
山
ノ
蛇
勢
ニ
喩
テ
一
益
ト
ス
ル
モ
ノ
、
正
ク
中
興
ノ

通

現
生
密
益

。
理
実
生
後
益
。

二

一

文

判
ニ
ソ
ム
ク
ニ
非
ス
ヤ

一
論
者
云
、
龍
樹
ノ
必
定
ト
云
必
定
ト
ハ
何
ト
心
得
ラ
レ
タ
ル

〇
功
存
云
。
必
定
ノ
言
。
如
何
カ
コ
ヽ
ロ
ヘ
ラ
レ
タ
ル
ヤ
。

ヤ
、
又
必
定
ノ
字
義
ハ
イ
カ
ニ

ジ

一
答
云
、
必
定
ト
ハ
正
定
聚
ノ
位
ヲ
云

●
智
暹
云
。
当
来
ニ
滅
度
ノ
果
ヲ
ウ
ル
ニ
定
ル
カ
故
ニ
。
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一
論
者
云
、
成
程
其
通
リ
、
正
定
聚
ニ
住
シ
テ
必
ス
滅
度
ニ
至

〇
功
存
云
。
文
中
已
ニ
理
実
当
来
益
ト
イ
ヘ
リ
。
衆
生
ヨ
リ
ミ

ル
ヘ
キ
モ
ノ
ユ
ヘ
必
定
ト
云
、
其
正
定
聚
ト
ハ
法
前
得
ニ
テ

レ
ハ
。
滅
度
ハ
彼
土
ニ
ア
リ
。
然
レ
ト
モ
法
前
得
ト
云
フ
ニ

タ
ト
ヘ
ハ
日
光
ノ
及
フ
処
暁
ト
ナ
ル
、
暁
ト
日
中
ト
別
ナ
ル

同
シ
。
夜
イ
マ
タ
明
サ
ル
ニ
明
至
ル
カ
如
ク
。
ソ
ノ
日
輪
ノ

ヤ
ウ
ニ
思
ヘ
ト
モ
、
日
輪
ノ
体
ハ
一
ツ
ニ
ナ
ル
如
ク
、
正
定

光
体
コ
レ
一
ツ
ナ
リ
。
今
正
定
ト
滅
度
ト
ニ
相
通
ス
。
故
ニ

聚
ト
ハ
暁
ノ
如
ク
、
日
輪
ノ
相
ノ
ア
ラ
ハ
ニ
ミ
ユ
ル
日
中
ハ

必
定
ト
云
ニ
非
ス
ヤ
。

滅
度
ノ
如
シ
、
衆
生
ノ
機
ヨ
リ
ミ
レ
ハ
正
定
ト
滅
度
ト
彼
此

二
土
ノ
益
ニ
シ
テ
、
別
モ
ノ
ヽ
ヤ
ウ
ニ
ミ
ユ
レ
ト
モ
、
日
輪

ノ
体
ハ
暁
モ
日
中
モ
只
一
ツ
ノ
日
輪
ナ
レ
ハ
、
コ
ヽ
ヲ
通
二

現
生
密
益

ト
云
、
密
益
ト
云
テ
顕
益
ト
ハ
云
ハ
ス
、
而
シ

一

テ
次
ニ
理
実
ニ
生
後
益
ト
明
ナ
ル
文
ノ
ア
ル
ヲ
枉
ケ
テ
、
無

理
ニ
一
益
ノ
義
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ハ
何
ノ
意
ソ
ヤ

一
暹
云
、
正
定
聚
ヲ
法
前
得
ノ
義
ト
ハ
何
ト
モ
合
点
仕
リ
難
シ

●
智
暹
云
。
俱
舎
ノ
法
前
得
。
全
ク
今
ト
同
シ
カ
ラ
ス
。

一
論
者
云
、
法
前
得
・
法
後
得
ナ
ト
ノ
コ
ト
、
ソ
レ
ハ
合
点
ユ

〇
功
存
云
。
全
ク
同
シ
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。
此
例
。
心
ニ
契
ハ

カ
ス
ハ
ユ
カ
ヌ
ナ
リ
、
ソ
レ
ハ
ト
リ
ヲ
キ
テ
、
モ
ト
ヘ
モ
ト

ズ
バ
ト
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
然
ラ
ハ
正
文
ニ
就
テ
論
セ
ン
。
既
ニ

リ
テ
理
実
ニ
生
後
ノ
益
ト
ア
ル
ヲ
何
ソ
マ
ケ
テ
一
益
ト
云
ハ

理
実
生
後
益
ト
イ
ヘ
ハ
。
会
釈
ナ
ル
ヘ
キ
文
ヲ
。
曲
テ
一
益

ル
ヽ
ヤ

ト
ス
ル
ニ
非
ス
ヤ
。

一
暹
云
、
合
正
定
及
滅
度
為
一
益
ト
云
文
イ
カ
ヽ

●
智
暹
云
。
若
爾
ラ
ハ
正
定
及
滅
度
ト
。
及
ノ
字
ノ
ヘ
タ
テ
ア

リ
テ
。
合
為

一
益

ト
ハ
イ
カ
ン
。
文
ヲ
マ
ケ
ス
。

二

一

一
論
者
云
、
涅
槃
ヲ
ウ
ヘ
キ
処
ヲ
決
定
シ
タ
ル
ヲ
正
定
ト
云
、

〇
功
存
云
。
必
至
滅
度
ノ
勢
ヒ
ア
リ
。
涅
槃
ノ
勢
ヒ
。
此
土
ニ

ソ
ノ
正
定
ニ
涅
槃
ニ
至
ル
余
勢
ア
リ
、
コ
レ
ヲ
密
益
ト
云

通
ス
ル
ナ
リ
。
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●
智
暹
云
。
ソ
ノ
滅
度
ニ
イ
タ
ル
勢
ヒ
ハ
正
定
聚
ナ
リ
。
滅
度

ニ
ハ
非
ス
。
何
ソ
即
滅
度
ト
云
ヘ
キ
ヤ
。

一
論
者
倪
補
シ
テ
云
、
折
衝
篇
ノ
文
ハ
モ
ト
鳳
潭
ノ
難
ニ
答
フ

〇
天
倪
云
。
雷
斧
云
。
経
文
是
当
益
而
非

現
益

。
故
云

雖

二

一

レ

レ

ル
ノ
書
ナ
リ
、
雷
斧
上
三
十

三
右

コ
ノ
文
ヲ
破
シ
テ
、
故
知
、
経
文

通

現
生
密
益

者
。
未
穏
也
ト
。
笑
螂
臂
破
云
。
密
益
者
。

二

一

是
当
益
ニ
シ
テ
非

現
益

、
故
云
雖
通
現
生
密
益
者
未
穏
也

不
二
而
二
故
。
不
二
約

法
体

。
顕
密
約

機
辺

ト
イ
ヘ
リ
。

二

一

二

一

二

一

ト
云
、
ソ
レ
ヲ
又
笑
螂
臂
上
之
下
五右

、
我
言
密
益
者
不
二
而

通
途
ノ
初
住
不
退
等
ノ
正
定
聚
ト
。
今
家
ノ
正
定
聚
ト
。
各

二
、
故
不
二

約

法
体

、
顕
密

約

機
辺

、
又
小
経
皆
得

別
ナ
リ
。
故
ニ
彼
此
二
土
ニ
通
ス
。
コ
レ
他
ニ
対
シ
テ
此
義

ハ

二

一

ハ

二

一

不
退
転
等
、
即
是
現
生
益
ト
云
、
密
益
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
聖
道

ヲ
弁
ス
。
然
ル
ニ
雖
ノ
字
ヲ
以
テ
奪
ヒ
返
シ
テ
。
理
実
生
後

ノ
所
談
ト
ハ
異
也
、
只
当
来
ニ
於
テ
正
定
・
滅
度
ヲ
一
益
ト

益
ト
云
。
何
ノ
失
カ
ア
ル
。

云
ノ
ミ
、
又
彼
土
ニ
テ
正
定
聚
カ
即
滅
度
ナ
リ
ト
云
コ
ト
ハ
、

其
許
ノ
著
述
セ
ラ
レ
タ
書
ニ
モ
見
ヘ
ル
、

即
流
情
記
中
十
四

左

云
、
若
依

経
文

、
従
容

摂

多
機

、
別
亦
為

彼
土
益

、

二

一

ト
シ
テ

二

一

二

一

若
約

真
土

則
、
得
ハレ

始
即
得

終
、
円
具
頓
証

、
若
約

化

二

一

レ

ス

二

土

則
、
始
益
・
終
益

宛
然
隔
別

、
先
師
ノ
意
流
情
記

一

ト
シ
テ

ス

文

ト
同
シ
コ
ト
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
他
ニ
対
ス
ル
書
ナ
ル
ユ
ヘ
、

雖
通
現
生
密
益
等
ト
云
ノ
ミ
、
雖
字
ヲ
以
テ
奪
テ
理
実
生
後

益
ト
云
、
何
ノ
惑
フ
処
ア
ル
ヤ

一
暹
云
、
然
ラ
ハ
正
定
聚
ハ
当
来
ノ
益
ニ
極
リ
テ
、
現
生
ニ
ハ

●
智
暹
云
。
龍
樹
ノ
必
定
。
当
来
ニ
及
フ
ト
ス
ル
カ
。

正
定
聚
ハ
ナ
キ
コ
ト
カ

一
必
定
ノ
言
ハ
現
当
ニ
通
ス

〇
功
存
云
。
必
定
ハ
彼
此
二
土
ニ
通
ス
。
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一
暹
云
、
御
文
章
ニ
正
定
聚
ハ
穢
土
益
、
滅
度
ハ
浄
土
ノ
益
ト

●
智
暹
云
。
ス
テ
ニ
御
文
章
ニ
ノ
タ
マ
ハ
ク
。
正
定
聚
ハ
穢
土

ノ
玉
フ
モ
ノ
ヲ
混
雑
シ
テ
、
正
定
聚
ヲ
当
来
ヘ
モ
テ
ユ
ク
ト

ノ
益
ナ
リ
。
滅
度
ハ
浄
土
ノ
益
ナ
リ
。
サ
レ
ハ
二
益
ナ
リ
ト

ハ
イ
カ
ヽ
ソ
ヤ

思
フ
ヘ
キ
者
ナ
リ
ト
。
明
ニ
二
益
ト
定
ム
。
如
何
ソ
此
レ
ニ

違
ス
ル
ヤ
。

一
論
者
云
、
然
ラ
ハ
反
問
ス
ヘ
キ
、
吾
祖
已
ニ
臨
終
一
念
夕
超

証
大
般
涅
槃
ト
云
ハ
マ
コ
ト
ヽ
信
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ

一
暹
云
、
祖
師
ノ
高
判
毫
モ
疑
惑
仕
ラ
ス

一
論
者
云
、
近
来
、
臨
終
一
念
夕
大
般
涅
槃
ヲ
得
ト
云
コ
ト
ヲ

〇
功
存
云
。
左
様
ニ
成
立
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
。
感
心
ス
ヘ
キ
コ
ト

疑
惑
ス
ル
人
モ
ア
ル
ニ
、
其
許
ハ
ソ
レ
ヲ
信
セ
ラ
ル
ヽ
ト
ハ

ナ
リ
。
然
シ
テ
臨
終
一
念
之
夕
超

証
大
般
涅
槃

。
ト
ハ
。

二

一

難
有
コ
ト
、
然
レ
ハ
御
流
ヲ
汲
ホ
ト
ノ
人
、
浄
土
ニ
至
レ
ハ

今
家
ノ
門
人
ミ
ナ
知
ル
所
。
現
生
ハ
正
定
。
当
来
ハ
滅
度
ナ

大
滅
度
、
現
生
ニ
テ
ハ
正
定
聚
ト
云
コ
ト
、
誰
カ
是
ヲ
諍
フ

ル
コ
ト
。
霖
師
処
々
ニ
談
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
歴
然
タ
リ
。
何
ソ

ベ
キ
、
共
許
ス
ル
処
也
、
先
師
モ
亦
ツ
ト
メ
テ
サ
カ
リ
ニ
此

マ
ト
ヘ
ル
ヤ
。

義
ヲ
談
ス
ル
コ
ト
余
文
ニ
在
テ
分
明
也
、
何
ソ
此
折
衝
篇
ノ

他
ニ
対
シ
テ
ノ
ヘ
ラ
ル
ヽ
ノ
一
文
ヲ
以
テ
、
マ
ケ
テ
一
益
ノ

義
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ハ
何
ノ
ニ
ク
ム
処
ア
ル
ヤ

一
他
ニ
対
シ
テ
著
ハ
ス
書
ナ
レ
ハ
ト
テ
、
人
ノ
惑
ニ
ナ
ル
コ
ト

●
智
暹
云
。
処
々
ニ
二
益
ト
ア
ル
ハ
。
凡
夫
ノ
妄
見
ト
談
セ
ラ

ヲ
書
ハ
誤
リ
ナ
ラ
ス
ヤ
、
コ
ト
ニ
霖
師
ハ
正
定
・
滅
度
二
益

ル
ヽ
ハ
。
承
知
シ
カ
タ
ク
候
。

ト
思
フ
ハ
衆
生
虚
忘
ノ
見
ト
仰
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
、
ナ
ニ
ト
モ

（
妄
カ
）

承
引
仕
リ
難
ク
候
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一
サ
レ
ハ

く
能
心
ヲ
シ
ツ
メ
テ
法
門
ノ
筋
目
ヲ
ト
ク
ト
合
点

〇
功
存
云
。
是
要
論
ナ
リ
。
近
ク
望
溟
記
ニ
出
タ
リ
。
今
大
意

セ
ラ
レ
ヨ
、
今
先
師
霖
師
ノ
所
立
ヲ
弁
ス
ヘ
シ
、
望
溟
記
ニ
、

ヲ
述
フ
ヘ
シ
。
記
ノ
安
楽
国
ヲ
子
カ
フ
人
ノ
讃
ノ
下

。
若

云
云

安
楽
国
ヲ
願
フ
人
正
定
聚
ニ
コ
ソ
住
ス
ナ
レ
、
邪
定
・
不
定

当
家
ニ
ヨ
ラ
ハ
。
現
生
ナ
ル
ヘ
シ
。
若
曇
鸞
大
師
ニ
ヨ
ラ
ハ
。

聚
ク
ニ
ヽ
ナ
シ
ト
云
ヲ
解
シ
テ
、
此
讃
両
義
ヲ
存
ス
ヘ
シ
、

浄
土
ノ
正
定
ト
シ
テ
苦
シ
カ
ラ
ス
。
コ
レ
和
会
セ
ス
ン
ハ
ア

曇
鸞
大
師
ニ
ヨ
ラ
ハ
彼
土
ノ
益
ト
云
ヘ
シ
、
仏
力
住
持
入
大

ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
七
祖
ノ
顕
文
。
現
生
ノ
正
定
ト
ハ
見
ヘ
ス
。

乗
正
定
之
聚
ト
云
ユ
ヘ
ニ
、
若
当
家
ニ
ヨ
ラ
ハ
現
生
ナ
ル
ヘ

然
ル
ニ
彼
土
ノ
中
ニ
因
相
ア
ル
ハ
。
皆
是
正
定
聚
ニ
非
ス
ヤ
。

シ
、
若
曇
鸞
大
師
ニ
ヨ
ラ
ハ
今
文
浄
土
ノ
正
定
ト
シ
テ
苦
シ

報
土
ニ
ア
ル
モ
ノ
ハ
。
此
正
定
即
涅
槃
。
化
土
ニ
ア
ル
モ
ノ

カ
ラ
ス
、
一
生
補
処
ニ
至
ル
ト
一
例
也
、
已
テ
ニ
究
竟
ヲ
証

ハ
即
涅
槃
ニ
非
ス
。
ソ
ノ
即
涅
槃
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
一
益
ト
云
。

ス
ル
ノ
後
ナ
レ
ハ
名
ニ
カ
ヽ
ハ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
又
十
一
願
ノ

讃
ノ
釈
ニ
云
、
然
ル
ニ
高
祖
ノ
御
意
ハ
正
定
ハ
穢
土
ノ
益
、

滅
度
ハ
彼
土
ノ
益
ト
見
サ
セ
ラ
レ
タ
リ
、
是
ヲ
御
文
章
ニ
ハ
、

正
定
ト
滅
度
ト
ハ
一
益
ト
心
得
ヘ
キ
ヤ
ト
問
セ
ラ
レ
、
其
レ

ヲ
答
ヘ
玉
ヒ
テ
、
正
定
ハ
穢
土
益
、
滅
度
ハ
浄
土
ニ
テ
得
ヘ

キ
益
也
、
サ
レ
ハ
二
益
ト
心
得
ヘ
キ
ナ
リ

、
如
是
明
白
ニ

文

正
定
・
滅
度
二
益
ノ
義
ヲ
立
ル
コ
ト
ハ
自
他
共
許
ス
ル
処
ナ

リ
、
又
鸞
師
等
ノ
正
定
聚
ヲ
彼
土
ノ
益
ト
シ
玉
フ
文
ヲ
会
釈

ス
ル
ニ
就
テ
ハ
、
彼
土
ノ
妙
証
ハ
正
定
即
滅
度
ト
イ
フ
コ
ト

ヲ
論
セ
サ
レ
ハ
祖
師
ト
七
祖
ト
会
釈
ガ
ナ
ラ
ス
、
但
シ
其
許

ハ
七
祖
ノ
釈
ハ
会
釈
セ
サ
ル
ヤ

一
私
共
モ
七
祖
ノ
釈
ヲ
祖
尺
ニ
テ
会
釈
致
ス
コ
ト
勿
論
ナ
リ
、

●
智
暹
云
。
然
ラ
ハ
鸞
師
彼
土
ニ
約
ス
ル
ヲ
以
テ
表
ト
シ
。
祖

然
レ
ト
モ
私
ハ
正
ク
尊
信
ス
ル
ハ
祖
師
ノ
御
釈
ヲ
取
用
ユ
、

師
ノ
判
ヲ
ハ
。
捨
テ
ト
ラ
サ
ル
ヤ
。

然
ラ
ハ
其
許
方
ハ
鸞
師
ノ
釈
ヲ
オ
モ
ニ
、
祖
師
ノ
御
釈
ハ
御

捨
ナ
サ
ル
ヽ
ヤ
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一
文
軌
ニ
経
文
ニ
ヨ
ル
ト
キ
ハ
正
定
ハ
当
益
ナ
リ
、
然
ル
ヲ
現

○
功
存
云
。
祖
判
ア
ニ
用
ヒ
サ
ラ
ン
ヤ
。
故
ニ
望
溟
記
ニ
。
マ

益
ト
ス
ル
ハ
如
何
、
他
ノ
当
ニ
約
ス
ル
モ
文
ヲ
会
シ
テ
現
益

ツ
祖
判
ヲ
出
シ
。
次
ニ
鸞
師
ヲ
挙
タ
リ
。
然
ラ
ハ
其
方
ニ
ハ
。

ト
ス
ト
、
私
ニ
文
ヲ
会
シ
テ
現
益
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
尤
ナ
レ
ト

七
祖
ノ
顕
文
。
何
ト
依
釈
ス
ル
ヤ
。

モ
、
今
論
ス
ル
処
ハ
浄
土
ニ
於
テ
因
相
ア
ル
ヲ
直
ニ
涅
槃
ナ

リ
ト
会
釈
ス
ル
故
、
正
定
即
滅
度
ト
云
コ
ト
ナ
リ

●
智
暹
云
。
文
軌
ニ
指
南
ア
リ
。
云
ク
上
二
十

二
右

明
信

此
願

故
。
偏

二

一

依

龍
祖

立

現
生
必
定

。
似

他
約

当
生

。
亦
廻

文
順

二

一

二

一

三

二

一

レ

二

願
意

。
苟
順

本
願

。
其
余
非

所

顧
憚

ト
イ
ヘ
リ
。
祖
師

一

二

一

レ

二

一

善
知
識
ノ
御
定
判
ニ
順
ス
ル
ノ
ミ
。

〇
功
存
云
。
ス
テ
ニ
因
ノ
相
ア
リ
。
故
ニ
コ
レ
ヲ
会
釈
ス
。
ソ

ノ
現
生
正
定
ノ
釈
。
霖
師
処
々
ニ
文
多
シ
。

一
浄
土
ニ
菩
薩
等
ア
ル
ハ
還
相
ニ
シ
テ
、
浄
土
ニ
ハ
因
ノ
名
ハ

●
智
暹
云
。
浄
土
ニ
因
ノ
相
ナ
シ
。

ナ
シ
、
人
天
・
菩
薩
等
ノ
ア
ル
ハ
因
順
余
方
ナ
リ

○
功
存
云
。
浄
土
ニ
因
ノ
名
ナ
キ
ヤ
。

●
智
暹
云
。
タ
ヽ
人
天
菩
薩
ノ
名
ア
リ
。
此
ハ
是
因
順
余
方
ノ

名
ナ
リ
。

一
サ
レ
ハ

く
ソ
ノ
因
順
余
方
因
名
ア
ル
ヲ
直
ニ
大
涅
槃
ト
会

○
功
存
云
。
ソ
ノ
名
即
是
因
ニ
非
ス
ヤ
。

ス
ル
ナ
リ
、
心
ヲ
シ
ツ
メ
テ
聞
レ
ヨ

一
イ
ヤ
何
程
仰
セ
ラ
レ
テ
モ
私
ハ
浄
土
ニ
正
定
聚
ア
ル
コ
ト
会

●
智
暹
云
。
コ
レ
因
順
余
方
ノ
名
ニ
シ
テ
因
ノ
相
ニ
ア
ラ
ス
。
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得
イ
タ
シ
マ
セ
ヌ

其
体
皆
是
仏
ナ
リ
。
若
此
ヲ
以
テ
因
ト
セ
ハ
。
祖
判
何
レ
ノ

ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
ヤ
。

一
尓
ラ
ハ
第
十
一
願
成
就
文
ニ
、
国
中
人
天
不
住
定
聚
等
ト
説

○
功
存
云
。
十
一
願
成
就
文
ニ
。
生
彼
国
者
。
皆
悉
住
於
正
定

文
ハ
イ
カ
ヽ
会
ス
ル
ヤ

之
聚
ト
イ
ヘ
リ
。
コ
レ
彼
土
ニ
正
定
ア
ル
ニ
非
ス
ヤ
。

一
成
就
ノ
文
ハ
一
念
多
念
文
意
ニ
十
一
願
成
就
ノ
文
ヲ
、
其
レ

●
智
暹
云
。
経
文
縦
容
ナ
リ
。
祖
判
ニ
依
テ
定
ム
ヘ
シ
。
一
念

衆
生
ア
リ
テ
彼
国
ニ
生
レ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
ミ
ナ
コ
ト

く

多
念
証
文
ニ
。
ソ
レ
衆
生
ア
リ
テ
彼
国
ニ
生
ン
ト
ス
ル
モ
ノ

ク
正
定
聚
ニ
住
ス
ソ
レ
ト
ノ
タ
マ
ヘ
ハ
、
生
後
ノ
コ
ト
ニ
非

ハ
皆
コ
ト

く
ク
正
定
聚
ニ
住
ス
ト
ノ
タ
マ
ヘ
リ
。
ス
テ
ニ

〻
〻

ス
、
生
レ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
ト
現
生
ニ
約
シ
テ
ノ
玉
ヘ
リ
、

生
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
ト
訓
シ
タ
マ
ヘ
リ
。
豈
彼
土
ノ
益
ト
セ

故
ニ
諸
祖
ノ
文
会
シ
テ
現
生
正
定
ト
ス
ル
モ
ノ
祖
師
ノ
御
己

ン
ヤ
。

証
ナ
リ

○
功
存
云
。
祖
判
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
直
チ
ニ
経
文
ヲ
ヨ
マ
ハ
。
化
土

ノ
相
ト
ナ
ル
ヤ
。

●
智
暹
云
。
正
ク
祖
判
ニ
依
テ
此
土
ノ
正
定
聚
ト
ス
ル
。

○
功
存
云
。
化
土
ニ
約
ス
レ
ハ
。
正
定
滅
度
格
別
ナ
レ
ト
モ
。

報
土
ニ
テ
ハ
正
定
即
滅
度
。
悉
一
涅
槃
相
ナ
ル
者
也
。

●
智
暹
云
。
種
々
差
別
ハ
コ
ト

く
ク
因
順
余
方
ナ
リ
。
是
正

定
聚
ニ
非
ス
。

○
功
存
云
。
観
音
勢
至
等
ア
ル
ニ
非
ス
ヤ
。
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●
智
暹
云
。
是
又
二
十
二
願
ノ
意
ニ
依
レ
ハ
。
超
証
涅
槃
ノ
人

ニ
シ
テ
。
因
人
ニ
非
ル
ナ
リ
。

一
然
ラ
ハ
和
讃
ニ
、
安
楽
国
ヲ
ネ
カ
フ
ヒ
ト
正
定
聚
ニ
コ
ソ
住

○
天
倪
云
。
若
彼
国
ニ
正
定
聚
ナ
シ
ト
云
ハ
ヽ
。
何
ソ
和
讃
ニ
。

ス
ナ
レ
ノ
讃
ハ
イ
カ
ヽ
会
ス
ル
ヤ
、
国
ニ
ナ
シ
ト
ハ
彼
国
ニ

タ
ヽ
邪
定
不
定
聚
国
ニ
ナ
シ
ト
ハ
カ
リ
云
テ
。
及
正
定
聚
。

非
ヤ

国
ニ
ナ
シ
ト
云
ザ
ル
ヤ
。

一
彼
国
ニ
ハ
十
九
願
ノ
邪
定
、
二
十
願
ノ
不
定
、
コ
ノ
雑
行
自

●
智
暹
云
。
邪
定
不
定
ハ
。
諸
行
及
自
力
称
名
ノ
人
ナ
リ
。
コ

力
ノ
人
ハ
ナ
シ
ト
云
コ
ト
、
正
定
ノ
ナ
キ
コ
ト
知
ヘ
シ

レ
ラ
ノ
類
ハ
報
土
ニ
生
レ
サ
ル
ヲ
云
ナ
リ
。

一
然
ラ
ハ
何
ソ
邪
定
・
不
定
及
正
定
聚
モ
国
ニ
ナ
シ
ト
ノ
玉
ハ

○
功
存
云
。
傍
論
ナ
リ
。
彼
土
ニ
正
定
ヲ
談
ス
ル
ハ
。
邪
義
ナ

サ
ル
ヤ
、
彼
土
ニ
正
定
ア
リ
ト
云
ハ
邪
義
ナ
リ
ヤ

リ
ヤ
。

一
イ
ヤ
邪
義
ト
ハ
存
シ
マ
セ
ヌ
、
蓮
師
ノ
御
言
ニ
ソ
ム
ク
ユ
ヘ

●
智
暹
云
。
邪
義
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。
爾
レ
ト
モ
。
今
ハ
御
定
判
ニ

依
テ
局
テ
現
益
ト
ス
。
故
ニ
当
益
ト
ス
ル
ハ
肯
ヒ
カ
タ
シ
。

一
浄
土
ニ
於
テ
人
ニ
ハ
観
音
・
勢
至
ノ
因
人
ア
リ
、
位
ニ
就
テ

○
功
存
云
。
互
ニ
一
義
ナ
リ
。
爾
ル
ニ
現
生
正
定
ヲ
立
テ
。
祖

ハ
正
定
聚
ト
モ
不
退
ト
モ
云
名
有
、
ソ
レ
ヲ
一
々
会
釈
ス
レ

判
ヲ
弁
シ
テ
。
更
ニ
別
義
ヲ
設
ク
ル
ハ
。
六
要
鈔
ニ
ヨ
ル
。

ハ
彼
土
テ
ハ
正
定
即
滅
度
ヲ
云
ハ
ネ
ハ
会
釈
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
モ

存
覚
師
モ
邪
義
ナ
ル
カ
。

シ
其
会
ヲ
ナ
ス
ハ
非
ナ
リ
ト
云
ハ
ヽ
、
六
要
三
末
三丁

、

差

別

ニ
約
セ
ハ
乃
至
平
等
門
ハ
極
果
始
終
ノ
益
、
時
ニ
無

前
後

二

一

等
ト
ノ
タ
マ
ヘ
ル
文
ハ
イ
カ
ヽ
解
ス
ル
ヤ
、
但
シ
其
許
ハ
六

要
モ
邪
義
ト
思
ハ
ル
ヽ
ヤ
、
六
要
ハ
用
ヒ
ヌ
カ
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一
六
要
ハ
桃
溪
師
モ
評
破
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
レ
ハ
、
邪
義
ト
ハ
存

●
智
暹
云
。
六
要
鈔
ハ
桃
溪
ス
テ
ニ
取
捨
ア
リ
。
必
シ
モ
ヨ
ル

セ
ネ
ト
モ
宗
意
ニ
叶
ハ
ヌ
処
ハ
用
ヒ
難
シ
、
何
分
ニ
現
生
ニ

ヘ
カ
ラ
ス
。

滅
度
ヲ
論
ス
ル
ハ
邪
義
ノ
ヤ
ウ
ニ
存
シ
候

○
天
倪
云
。
現
生
一
益
ノ
道
理
。
カ
ツ
テ
ナ
キ
ヤ
。

●
智
暹
云
。
カ
ツ
テ
ナ
シ
。

○
功
存
云
。
鸞
師
。
穢
土
仮
名
人
浄
土
仮
名
人
不

得

異
ト
云

レ

レ

ハ
。
如
何
。

●
智
暹
云
。
因
果
相
続
ノ
故
ニ
不
異
ト
云
。
コ
レ
穢
土
仮
名
人
。

即
浄
土
仮
名
人
ナ
ル
ニ
ア
ラ
ス
。

一
現
生
ニ
滅
度
ニ
至
ル
ト
云
ハ
ヽ
邪
義
ナ
レ
ト
モ
、
今
ハ
密
益

○
天
倪
云
。
若
爾
ラ
ハ
和
讃
ニ
。
信
心
ヨ
ロ
コ
フ
ソ
ノ
人
ヲ
。

ヲ
論
ス
、
モ
シ
其
密
益
ヲ
モ
キ
ラ
ハ
ヽ
、
讃
ニ
信
心
慶
フ
其

如
来
ト
ヒ
ト
シ
ト
ヽ
キ
タ
マ
ウ
ト
ハ
。
如
何
。

人
ヲ
如
来
ト
ヒ
ト
シ
ト
ノ
玉
フ
モ
邪
義
ナ
リ
ヤ

一
信
心
喜
フ
人
ヲ
直
ニ
如
来
ト
ノ
玉
ハ
ス
、
如
来
ト
ヒ
ト
シ
ト

●
智
暹
云
。
ヒ
ト
シ
ト
ハ
等
正
覚
ヲ
サ
ス
。
即
如
来
ナ
ル
ニ
ハ

ア
ル
ハ
等
覚
ノ
義
即
正
定
聚
ノ
コ
ト
ナ
リ

ア
ラ
ス
。

一
然
ラ
ハ
次
句
ニ
大
信
心
ハ
仏
性
ナ
リ
、
仏
性
即
如
来
ナ
リ
ト

○
天
倪
云
。
爾
ラ
ハ
復
大
信
心
ハ
仏
性
ナ
リ
ト
ハ
如
何
。

云
ハ
イ
カ
ヽ

一
仏
性
即
如
来
ト
ア
レ
ハ
仏
性
ノ
名
ニ
シ
テ
、
果
人
ニ
ハ
仏
ト

●
智
暹
云
。
仏
性
ト
ハ
因
ノ
名
ナ
リ
。
果
上
ニ
仏
性
ノ
名
ナ
シ
。

（
性
脱
カ
）
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申
シ
マ
セ
ヌ

○
功
存
云
。
コ
レ
傍
論
ナ
リ
。
祖
師
ノ
現
生
ニ
約
ス
ル
ハ
可

知
。

レ

当
生
ニ
約
ス
ル
ハ
邪
義
ナ
リ
ヤ
。

●
智
暹
云
。
当
生
ニ
正
定
聚
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
ハ
。
祖
判
ニ
違
ス
。

一
霖
師
一
代
ノ
書
正
定
・
滅
度
二
益
ノ
判
分
明
ナ
リ
、
折
衝
篇

○
継
成
云
。
筆
ニ
著
シ
テ
邪
義
ト
イ
フ
モ
ノ
数
多
ナ
リ
。
コ
ノ

ハ
対
他
・
破
邪
ノ
書
也
、
霖
師
宗
義
ヲ
明
ス
ノ
文
何
ノ
処
ニ

一
文
ニ
就
テ
破
ス
ル
ヤ
。
ハ
タ
多
部
ニ
連
貫
シ
テ
破
セ
ラ
ル

一
益
ノ
文
ア
リ
ヤ
、
又
其
方
ハ
タ
ヽ
此
折
衝
ノ
一
文
一
句
ヲ

ヽ
ヤ
。

取
テ
強
テ
霖
師
ヲ
一
益
ノ
邪
義
ト
云
ヤ
、
但
シ
霖
師
著
述
書

通
シ
テ
難
ス
ル
ヤ

一
私
義
ソ
モ

く
霖
師
ノ
書
ヲ
見
テ
已
来
三
十
年
、
或
ル
ト
キ

●
智
暹
云
。
凡
霖
師
一
代
ノ
著
述
。
或
時
ハ
尊
信
シ
テ
是
ヲ
読

ハ
尊
信
頂
戴
シ
、
或
ト
キ
ハ
疑
惑
ヲ
生
シ
、
多
年
研
究
シ
テ

ミ
。
或
時
ハ
疑
惑
シ
テ
此
ヲ
見
ル
。
三
十
年
来
研
覈
シ
テ
イ

申
出
ル
義
ナ
レ
ハ
、
其
余
ニ
モ
カ
ス

く
不
審
ノ
文
モ
コ
レ

フ
ナ
リ
。
ア
ニ
容
易
ノ
論
ナ
ラ
ン
ヤ
。
今
此
文
ヲ
論
シ
已
ラ

ア
リ
候
ヘ
ト
モ
、
先
一
文
ツ
ヽ
会
通
ナ
サ
レ
下
サ
レ
候
ヘ

ハ
。
余
文
ニ
及
フ
ヘ
シ
。

一
正
定
ノ
言
ハ
必
定
ノ
必
ノ
字
ヲ
含
ム
、
何
故
必
至
滅
度
、
住

正
定
故
、
何
故
言
正
定
、
必
至
滅
度
故
ト
云
、
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ

密
益
ニ
通
ス
ト
云
、
穢
土
ノ
仮
名
人
・
浄
土
ノ
仮
名
人
不
一

不
異
、
何
ソ
密
益
ナ
シ
ト
云
ハ
ン
ヤ

一
穢
土
仮
名
人
・
浄
土
仮
名
人
ト
ハ
前
念
・
一
念
ナ
リ
、
今
密

益
ト
同
シ
カ
ラ
ス



(第71号) 本願寺史料研究所報 2026 年 9 月 30 日（24）

一
密
益
ト
ハ
蓮
華
ノ
中
ヘ
オ
サ
メ
ラ
ル
ヽ
ト
同
シ
コ
ト
、
一
念

○
功
存
云
。
此
界
ニ
於
テ
蓮
華
ノ
中
ニ
託
ス
ル
ニ
非
ス
ヤ
。
コ

ノ
ト
キ
蓮
胎
中
ニ
入
レ
ト
モ
衆
生
ハ
不
知
、
是
ヲ
密
ト
云

レ
密
益
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
。

一
蓮
華
中
ヘ
オ
サ
メ
ル
ト
云
コ
ト
ハ
彼
土
ノ
コ
ト
、
此
土
ノ
益

●
智
暹
云
。
不

爾
。
此
土
ニ
蓮
華
ナ
シ
。
タ
ヽ
摂
取
光
中
ニ
居

レ

ト
ハ
申
サ
レ
ス

ス
ル
ノ
ミ
。

一
此
界
一
人
念
仏
名
西
方
便
有
一
蓮
生
ト
云
ハ
イ
カ
ヽ

○
功
存
云
。
爾
ラ
ハ
此
界
一
人
念
仏
名
。
西
方
便
有

一
蓮

生

二

一

ノ
文
ハ
。
如
何
。

一
西
方
便
有
ト
コ
ソ
ア
レ
、
娑
婆
ノ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ス

●
智
暹
云
。
コ
レ
ハ
西
方
ニ
蓮
華
生
ス
。
此
界
ニ
蓮
華
生
ス
ル

ニ
ハ
非
ス
。

一
サ
レ
ハ
コ
ソ
其
西
方
便
有
ノ
蓮
中
ニ
入
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ヌ
方

○
功
存
云
。
機
ニ
一
益
ヲ
論
ス
ル
ニ
非
ス
。
一
益
ト
ハ
法
体
ノ

ヲ
密
益
ト
云
、
知
ネ
ト
モ
入
ニ
疑
ナ
シ
、
故
ニ
笑
螂
ニ
モ
顕

益
ニ
シ
テ
。
当
生
ノ
益
現
生
ニ
及
フ
モ
ノ
。
コ
レ
法
ノ
理
必

密
約
機
ト
云
、
法
体
ハ
不
二
ナ
リ
、
ソ
ノ
法
体
不
二
ノ
生
後

然
ナ
リ
。

ノ
一
益
カ
法
体
ノ
徳
ヨ
リ
ミ
レ
ハ
、
密
ニ
其
益
ア
ル
ト
云
コ

ト
、
タ
ト
ヒ
此
一
文
其
義
ア
ル
ニ
モ
セ
ヨ
、
霖
師
一
代
ノ
書

ノ
何
処
現
生
一
益
ヲ
正
業
ト
教
タ
ル
コ
ト
ア
リ
ヤ
、
文
ニ
依

（
義
カ
）

テ
義
ニ
ヨ
ラ
ヌ
ハ
不
了
義
ノ
失
ナ
リ
、
況
ヤ
折
衝
ハ
対
他
ノ

書
ナ
ル
ヲ
ヤ

一
後
生
滅
度
ノ
益
カ
密
ニ
今
生
ニ
及
フ
ト
云
コ
ト
私
ハ
会
得
仕

●
智
暹
云
。
龍
樹
ノ
即
時
入
必
定
ニ
依
テ
。
現
生
正
定
ヲ
立
ス

ラ
ヌ
、
タ
ト
ヒ
対
他
ノ
書
ナ
リ
ト
モ
人
ノ
惑
ヒ
ニ
ナ
ラ
ヌ
ヤ

ル
家
ニ
。
何
ソ
如

是
談
ヲ
ナ
ス
ヤ
。
法
ニ
於
テ
イ
フ
モ
。
亦

レ

ウ
ニ
ハ
ナ
セ
書
セ
ラ
レ
ヌ

是
一
益
ノ
邪
義
ニ
似
タ
リ
。
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一
然
ラ
ハ
其
許
ノ
樹
心
録
ニ
モ
マ
キ
ラ
ハ
シ
キ
文
有
、
彼
第
二

○
天
倪
云
。
生
死
即
涅
槃
ト
云
モ
。
亦
是
法
ニ
約
ス
。
爾
ル
ニ

二

一

四
丁

左

云
、
言
無
碍
信
海
者
約

徳
用

而
説
、
無
碍
者
謂
生
ト
死

樹
心
録
ニ
云
。
言

無
碍
信
海

者
。
約

徳
用

而
説
。
無
碍

二

一

二

一

即
是
涅
槃
、
煩
悩
・
菩
提
体
無
二
也
ト
、
已
ニ
此
文
信
ノ
徳

者
。
謂
生
死
即
涅
槃
煩
悩
即
菩
提
。
体
無
二
之
義
也
。
コ
レ

用
ト
云
ハ
ハ
タ
ラ
キ
ナ
リ
、
然
ラ
ハ
信
ヲ
ウ
レ
ハ
生
ト
死
即

自
己
ニ
ハ
法
ニ
約
シ
テ
現
生
ノ
一
益
ヲ
談
ス
。
而
シ
テ
他
ヲ

涅
槃
ノ
ハ
タ
ラ
キ
ア
リ
ト
云
コ
ト
カ
、
霖
師
ノ
説
モ
樹
心
録

難
ス
ル
ハ
如
何
。

ノ
コ
ヽ
ロ
モ
共
ニ
法
体
ノ
徳
ヲ
云
ハ
同
シ
コ
ト
、
何
ノ
疑
フ

処
ア
ル
ヤ
、
自
ノ
書
ニ
ハ
法
体
ノ
徳
ノ
融
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
云

ヒ
テ
、
他
ノ
説
ヲ
難
ス
ル
ト
云
ハ
ナ
ン
ト
モ
心
得
カ
タ
キ
ナ

リ
一
イ
ヤ
私
カ
樹
心
ノ
文
ハ
信
心
ヲ
ウ
レ
ハ
ソ
ノ
無
碍
ノ
信
海
ノ

●
智
暹
云
。
ス
テ
ニ
信
ノ
徳
用
ト
云
ヘ
リ
。
コ
レ
信
ノ
益
ニ
テ
。

徳
用
ニ
テ
、
当
来
ハ
生
死
即
是
涅
槃
、
煩
悩
・
菩
体
無
二
ト

当
来
ニ
生
死
即
涅
槃
ノ
証
ヲ
ヒ
ラ
ク
。
此
土
ニ
シ
テ
不
二
門

（
提
脱
カ
）

申
ス
コ
ヽ
ロ
ナ
リ

ヲ
証
ス
ル
ニ
非
ス
。

一
テ
モ
樹
心
ニ
当
来
ノ
言
ナ
シ
、
然
レ
ハ
信
ヲ
得
タ
ル
処
生
死

○
功
存
・
継
成
・
天
倪
。
並
言
シ
テ
云
。
ア
ヽ
何
ノ
言
ソ
ヤ
。

即
涅
槃
ノ
義
ナ
リ

録
ノ
文
ニ
当
来
ノ
言
ナ
シ
。
何
ソ
転
計
ス
ル
ヤ
。

一
イ
ヤ
ソ
レ
ハ
当
来
ノ
言
ナ
ク
テ
モ
意
ハ
当
来
ト
云
コ
ト
也

一
ソ
レ
ハ
無
理
非
道
、
サ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
テ
ハ
一
向
論
談
ハ
ナ
ラ

ヌ
、
自
分
ノ
書
ハ
文
字
カ
ナ
ク
テ
モ
意
カ
ア
ル
ト
許
シ
、
他

人
ノ
書
ニ
ハ
ナ
セ
許
サ
ス
ヤ
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一
往
相
ノ
回
向
ト
ト
ク
コ
ト
ハ
、
弥
陀
ノ
方
便
ト
キ
イ
タ
リ
、

●
智
暹
云
。
讃
云
。
往
相
ノ
廻
向
ト
ト
ク
コ
ト
ハ
。
弥
陀
ノ
方

悲
願
ノ
心
行
得
シ
ム
レ
ハ
、
生
死
即
涅
槃
ナ
リ
ト
云
讃
、
是

便
ト
キ
イ
タ
リ
。
悲
願
ノ
信
楽
エ
シ
ム
レ
ハ
。
生
死
即
チ
涅

モ
当
来
ノ
言
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
当
来
ノ
義
ト
ス
ル
ニ
非
ス
ヤ
、

槃
ナ
リ
ト
。
コ
ノ
中
亦
当
来
ノ
言
ナ
シ
。
我
ハ
コ
ノ
意
ニ
由

但
シ
和
讃
ノ
生
死
即
涅
槃
ナ
リ
ト
仰
セ
ラ
レ
タ
ハ
現
益
ナ
リ

テ
書
ケ
リ
。
タ
ヾ
シ
讃
モ
当
来
ノ
言
ナ
ケ
レ
ハ
現
益
ト
云
ヘ

ヤ

キ
ヤ
。

一
イ
ヤ
涅
槃
ヲ
現
生
ノ
益
ト
ハ
申
サ
ヌ
、
法
体
ノ
徳
カ
理
ト
シ

テ
其
心
ヲ
ウ
ル
コ
ト
樹
心
ト
同
シ

門
人
凝
海
代
テ
論
談
ヲ
致
シ
タ
キ
ヨ
シ
御
家
老
衆
ヘ
願

此
間
。
行
界
。
執
事
ニ
告
テ
師
ヲ
助
ン
ト
乞
フ
。
不

許
。

（
行
界
カ
）

レ

ヒ
候
処
、
今
日
ノ
所
対
ハ
真
浄
寺
ナ
レ
ハ
、
真
浄
寺
ヲ

爾
ラ
ハ
一
人
別
ニ
対
論
セ
ラ
ル
ヘ
シ
ト
乞
フ
。

立
ト
シ
テ
折
節
一
言
二
言
申
サ
ハ
、
格
別
其
方
一
人
引

受
テ
問
答
イ
タ
シ
候
事
叶
ハ
ス
、
随
分
声
高
ニ
ナ
ラ
ヌ

様
穏
便
ニ
可
申

一
論
者
云
、
正
定
聚
ノ
名
鸞
師
ノ
所
立
ト
祖
師
ノ
所
立
ト
同
異

○
功
存
云
。
今
先
ツ
正
定
聚
ノ
体
ヲ
定
ム
ヘ
シ
。
三
定
聚
ノ
旨
。

イ
カ
ン
、
又
十
九
・
二
十
ヲ
邪
定
ト
名
ケ
ラ
ル
ヽ
ハ
如
何

七
祖
ノ
判
。
高
祖
ノ
判
。
同
異
如
何
。

一
鸞
師
ハ
彼
土
ノ
正
定
ト
仰
セ
ラ
ル
ヽ
、
祖
師
ハ
此
土
正
定
ト

●
智
暹
云
。
俱
ニ
当
生
ニ
。
必
ス
滅
度
ニ
至
ル
ユ
ヘ
ニ
正
定
聚

仰
セ
ラ
ル
、
光
明
摂
取
ヲ
ウ
ル
処
カ
即
横
截
五
悪
趣
、
ソ
コ

ト
云
フ
。
横
截
五
悪
趣
ノ
益
ヲ
ウ
レ
ハ
也
。
十
九
二
十
ノ
機

ヲ
正
定
聚
ト
云

ハ
。
平
生
ニ
コ
ノ
益
ヲ
得
ズ
。
故
ニ
邪
定
不
定
ト
イ
フ
。

一
五
悪
趣
ヲ
截
ヲ
正
定
聚
ト
ス
ル
ナ
ラ
ハ
、
十
九
・
二
十
ノ
機
、
○
功
存
云
。
十
九
二
十
ノ
機
ハ
。
横
截
ノ
益
ヲ
得
ル
コ
ト
ア
タ

邪
定
・
不
定
ノ
機
ニ
五
悪
趣
ヲ
截
ノ
益
ナ
キ
カ

ハ
サ
ル
ヤ
。
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一
十
九
・
二
十
ノ
機
臨
終
ニ
ハ
五
悪
趣
ヲ
截
ノ
益
ア
ル
ヘ
ケ
レ

●
智
暹
云
。
シ
カ
リ
。
臨
終
ニ
イ
タ
ル
マ
テ
。
ウ
ル
コ
ト
ア
タ

ト
モ
平
生
ニ
ハ
ナ
シ
、
修
諸
功
徳
ハ
自
力
ノ
諸
善
万
行
、
二

ハ
ス
。

十
ノ
願
ハ
万
行
随
一
ノ
念
仏
ナ
ル
ユ
ヘ
、
共
ニ
横
截
ノ
益
ナ

シ

行
界
重
テ
助
ン
コ
ト
ヲ
乞
。
○傍
大

進

許

之
。

レ

一
然
ラ
ハ
十
九
・
二
十
ノ
機
ハ
平
生
ニ
ハ
横
截
ノ
益
ナ
ケ
レ
ト

○
功
存
云
。
此
所
。
法
ニ
約
シ
テ
云
ヘ
ハ
。
密
ニ
滅
度
ノ
益
ア

モ
、
命
終
レ
ハ
正
定
ニ
入
ニ
違
ナ
キ
ヤ

ル
ナ
リ
。

一
十
九
・
二
十
ノ
機
ノ
当
来
正
定
ニ
入
ル
ハ
化
土
ノ
相
ナ
リ
、

●
行
界
云
。
已
ニ
笑
螂
臂
ニ
。
顕
密
ハ
約

機
辺

ト
イ
ヘ
リ
。

二

一

真
土
ニ
ハ
彼
国
ニ
正
定
ハ
ナ
シ
、
正
定
ハ
因
ナ
リ
、
滅
度
ハ

何
ソ
現
生
ノ
益
。
法
体
ノ
不
二
ノ
ミ
ト
云
ン
ヤ
。

果
也
、
何
ソ
混
シ
テ
一
益
ト
ス
ル
ヤ

一
因
果
差
別
ナ
リ
ヤ
、
一
物
ナ
リ
ヤ
、
一
物
ナ
ラ
ハ
差
別
ス
ヘ

○
功
存
云
。
滅
度
ノ
勢

ア
リ
。
豈
此
土
ニ
通
セ
ス
ト
云
ン
ヤ
。

ヒ

カ
ラ
ス
、
異
ナ
ラ
ハ
相
続
セ
ス

●
行
界
云
。
勢
ハ
正
定
ニ
シ
テ
滅
度
ニ
非
ス
。
因
果
歴
然
タ
リ
。

○
功
存
云
。
法
ノ
体
ヒ
ト
ツ
ナ
リ
。

一
凝
海
云
、
何
程
仰
セ
ラ
レ
テ
モ
其
ハ
一
許
不
許
、
此
方
ニ
ハ

●
行
界
云
。
因
界
格
別
ナ
リ
。
何
ソ
合
シ
テ
一
益
ト
ス
ト
イ
フ

（
果
カ
）

ウ
ケ
カ
イ
マ
セ
ヌ
、
敵
者
ノ
決
智
ヲ
生
セ
ネ
ハ
何
分
一
益
ノ

ヤ
。

文
証
ヲ
引
テ
仰
セ
ラ
レ
下
サ
ル
ヘ
シ
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一
御
文
章
ニ
モ
、
此
位
ヲ
正
定
聚
ニ
住
ス
ト
モ
、
滅
度
ニ
至
ル

○
天
倪
云
。
御
文
章
ニ
。
コ
ノ
位
ヲ
ア
ル
ヒ
ハ
正
定
聚
ニ
住
ス

ト
モ
、
等
正
覚
ニ
至
ル
ト
モ
申
ス
ナ
リ
、
又
是
ヲ
一
念
発
起

ト
モ
。
滅
度
ニ
イ
タ
ル
ト
モ
等
ト
ノ
タ
マ
ヘ
リ
。
正
定
即
滅

ノ
信
心
定
リ
タ
ル
人
ト
モ
云
ナ
リ
ト
、
是
モ
蓮
師
ノ
一
益
ノ

度
ニ
非
ス
ヤ
。
蓮
師
モ
マ
タ
邪
義
ナ
リ
ト
云
ン
ヤ
。

邪
義
ト
云
ヘ
キ
ヤ

一
御
文
章
ハ
正
定
聚
ニ
住
ス
ト
モ
ト
ハ
現
益
、
滅
度
ニ
至
ル
モ

●
行
界
云
。
至
ル
ト
ハ
。
必
ス
至
ル
ノ
義
ナ
リ
。
ス
テ
ニ
住
ス

ト
ハ
当
益
ナ
リ
、
一
念
多
念
ノ
証
文
ニ
太
子
ノ
位
ヲ
正
定
聚

ト
至
ル
ト
ノ
言

差
別
ア
リ
。

ハ

ニ
タ
ト
ヘ
、
王
ノ
位
ヲ
滅
度
ト
ノ
玉
フ
シ
カ
レ
ハ
、
即
位
ノ

ナ
キ
内
ハ
イ
ツ
マ
テ
モ
東
宮
ナ
リ
、
当
来
初
生
ノ
ト
キ
コ
ソ

滅
度
ノ
王
ト
ナ
ル
ヘ
ケ
レ
、
此
土
ニ
密
ニ
滅
度
ノ
益
ア
リ
ト

ハ
決
智
ヲ
生
シ
カ
タ
シ

○
天
倪
云
。
ス
テ
ニ
コ
ノ
位
ヲ
ト
云
ル
ハ
如
何
。

●
行
界
云
。
否
々
。
御
定
判
ハ
爾
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

●
智
暹
云
。
今
改
テ
問
フ
。
各
方
ハ
コ
ノ
一
文
ニ
依
テ
一
益
ノ

義
ヲ
立
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ
。
如
何
。

一
ソ
レ

く
其
コ
ソ
ヨ
キ
タ
ト
ヘ
ナ
レ
、
証
文
法
要
二
ノ

廿
六
丁

云

、

ツ

ク

○
功
存
云
。
此
義
傍
論
ナ
リ
。
正
定
即
滅
度
ト
ハ
。
東
宮
ハ
必

ト
云
ハ
位
ニ
必
ス
ノ
ホ
ル
身
ト
云
ナ
リ
、
世
俗
ノ
ナ
ラ
ヒ
ニ

ス
王
ニ
ナ
レ
ハ
。
東
宮
ヲ
王
ト
云
カ
如
シ
。

モ
国
ノ
王
ノ
位
ニ
ノ
ホ
ル
ヲ
ハ
即
位
ト
云
、
東
宮
ノ
位
ニ
イ

ル
人
ハ
必
ス
王
ノ
位
ニ
ツ
ク
カ
如
シ
等
ト
云
、
太
子
即
位
セ

ネ
ハ
王
ト
ハ
云
ハ
ネ
ト
モ
、
王
ニ
ナ
ル
ヘ
キ
太
子
ヲ
亦
王
ト

云
テ
、
阿
闍
世
太
子
ヲ
阿
闍
世
王
ト
云
カ
如
シ
、
位
ハ
異
ア
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レ
ト
モ
太
子
モ
王
モ
体
ハ
一
人
、
王
ニ
ナ
ル
ヘ
キ
徳
ヲ
太
子

カ
ソ
ナ
ヘ
テ
居
タ
マ
フ
、
是
密
益
ナ
リ
、
暁
ト
日
中
ト
日
輪

ノ
ミ
ユ
ル
ミ
ヘ
ヌ
ノ
差
ハ
ア
レ
ト
モ
、
共
ニ
同
シ
日
輪
ノ
徳

ナ
ル
カ
如
シ

一
何
ホ
ト
仰
セ
ラ
レ
テ
モ
得
心
仕
リ
カ
タ
シ
、
正
定
・
滅
度
一

●
行
界
云
。
コ
レ
因
中
説
果
ナ
リ
今
ノ
例
ニ
ア
ラ
ス
。
試
ニ
問

益
ノ
文
証
ヲ
出
シ
タ
マ
ヘ
、
又
正
定
聚
ハ
現
益
カ
密
益
カ

フ
。
正
定
ハ
顕
益
ナ
リ
ヤ
密
益
ナ
リ
ヤ
。

〇
功
存
云
。
正
定
ハ
顕
益
ニ
シ
テ
。
滅
度
ハ
密
益
ナ
リ
。
両
土

ニ
通
ス
。

●
行
界
云
。
若
顕
若
密
。
滅
度
此
土
ニ
通
ス
ト
ナ
ラ
ハ
。
祖
文

ノ
的
証
ヲ
出
サ
ル
ヘ
シ
。

〇
功
存
云
。
煩
悩
即
菩
提
ト
云
モ
。
彼
土
ノ
コ
ト
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。

●
行
界
云
。
彼
土
ニ
至
ツ
テ
証
ス
ル
ト
コ
ロ
。
現
益
ニ
非
ス
。

〇
功
存
云
。
彼
土
ニ
煩
悩
ナ
ケ
レ
ハ
。
彼
土
ニ
約
シ
テ
ハ
。
煩

悩
即
菩
提
ト
ハ
云
ハ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

●
行
界
云
。
彼
土
ニ
煩
悩
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
。
サ
ト
ル
ト
キ
ハ

煩
悩
即
菩
提
ト
証
知
ス
ル
ナ
リ
。
不

爾
ハ
此
土
ニ
テ
証
ス
ト

レ

ス
ル
ヤ
。
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一
鸞
師
ハ
密
、
祖
師
ハ
現
益
ナ
リ
、
喩
ヘ
ハ
明
日
左
大
臣
ニ
ナ

〇
継
成
云
。
文
証
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
道
理
顕
然
タ
リ
。
正
定
ハ

ル
ヘ
キ
人
ナ
レ
ハ
、
今
日
左
太
臣
ト
云
テ
モ
咎
ナ
キ
カ
如
シ

暁
ノ
如
ク
。
滅
度
ハ
日
中
ノ
如
シ
。
溪
師
ノ
言
ヘ
ル
コ
ト
ア

（
マ
マ
）

リ
。
明
日
左
大
臣
ニ
ナ
ル
ヘ
キ
者
。
今
日
ヨ
リ
左
大
臣
ト
云

ニ
同
ジ
。

一
左
太
臣
ノ
タ
ト
ヘ
ハ
因
中
ノ
果
ノ
コ
ト
、
合
シ
テ
一
益
ト
ス

ト
云
ハ
違
フ

一
合
為
一
益
ト
云
ハ
、
暁
ト
日
中
ト
日
ノ
体
カ
ラ
云
ヘ
ハ
一
ツ

ト
云
コ
ト
ナ
リ

一
正
定
聚
ヲ
暁
ニ
タ
ト
ヘ
タ
コ
ト
ド
コ
ニ
コ
サ
ル
ソ

●
行
界
云
。
涅
槃
ノ
暁
ヲ
以
テ
正
定
ト
名
ル
コ
ト
。
イ
ハ
レ
ナ

シ
。
正
定
ハ
滅
度
ノ
明
相
ナ
ル
ニ
ヤ
。

一
必
至
無
上
浄
信
暁
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
ス
ヤ

〇
功
存
云
。
必
至
無
上
浄
信
暁
ト
云
。
コ
レ
暁
ハ
正
定
ニ
非
ス

ヤ
。

一
ソ
レ
ハ
無
明
ノ
闇
ハ
レ
、
疑
ノ
夜
ノ
明
タ
処
ヲ
暁
ト
ノ
タ
マ

●
行
界
云
。
彼
ハ
疑
闇
ノ
晴
レ
タ
ル
ヲ
云
フ
。
正
定
ハ
暁
ナ
ル

フ
コ
ト
、
密
益
ト
有
テ
モ
益
ト
云
モ
ノ
ハ
手
前
ニ
得
ネ
ハ
益

ニ
非
ス
。
現
生
滅
度
ノ
的
証
。
速
ニ
示
サ
レ
ヨ
。

ト
ハ
イ
ハ
レ
ヌ
、
何
ソ
滅
度
ヲ
現
生
ニ
手
前
ヘ
ウ
ル
理
ア
ラ

ン
ヤ
、
何
分
文
証
ヲ
出
シ
タ
マ
フ
ヘ
シ

一
其
手
前
ヘ
得
ル
コ
ト
ヲ
知
ネ
コ
ソ
密
益
ナ
レ
、
知
ホ
ト
ナ
レ

〇
功
存
云
。
理
已
ニ
極
成
セ
リ
。
何
ソ
強
テ
文
証
ヲ
求
ン
ヤ
。

ハ
密
益
ニ
非
ス
、
文
証
モ
ア
ル
マ
シ
キ
ニ
ア
ラ
ネ
ト
モ
、
文

証
ハ
カ
リ
ヲ
守
ル
ヘ
キ
ヤ
、
理
在
絶
言
、
現
量
・
比
量
・
聖
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教
量
ア
リ
、
一
概
ニ
文
ニ
執
ス
ヘ
ケ
ン
ヤ

●
行
界
云
。
敵
者
ノ
決
知
ヲ
生
ス
ル
ニ
非
ス
ン
ハ
極
成
ト
云
フ

ヘ
カ
ラ
ス
。
理
証
ス
テ
ニ
不

成
。
強
テ
極
成
セ
シ
メ
ン
ト
ナ

レ

ラ
ハ
。
文
証
ニ
非
ス
ン
ハ
ア
タ
ハ
シ
。

〇
継
成
云
。
然
ラ
ハ
真
ニ
邪
義
ト
ナ
ツ
ク
ル
ヤ
。

●
行
界
云
。
邪
正
ハ
御
役
中
ノ
裁
判
ア
ル
ヘ
シ
。

〇
功
存
云
。
文
ニ
已
ニ
雖

通

現
生
密
益

ト
云
。
雖
ノ
字
如
何
。

レ

二

一

●
行
界
云
。
雖
字
ハ
義
両
向
ヲ
兼
ル
ノ
辞
ナ
リ
。
滅
度
現
生
ニ

通
ス
ル
ノ
義
勿
論
ニ
シ
テ
。
更
ニ
義
ヲ
設
ル
ノ
文
也
。

〇
功
存
云
。
理
実
ノ
談
如
何
。
理
証
ハ
受
サ
ル
ヤ
。

●
行
界
云
。
向
キ
ノ
理
証
一
許
一
不
許
。
極
成
セ
サ
ル
故
ニ
教

証
ヲ
乞
フ
。

〇
継
成
云
。
文
ニ
拘
テ
義
ヲ
害
ス
。
依

義
不

依

文
ヲ
シ
ラ
ス

レ

レ

レ

ヤ
。
暁
ト
日
中
ト
理
能
ク
通
ス
。

●
行
界
云
。
折
衝
編
ニ
一
益
ノ
文
理
顕
然
タ
リ
。
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○
功
存
云
。
現
生
ニ
通
ス
ル
辺
ハ
正
意
ニ
非
ス
。
タ
ヾ
相
通
ス

ル
辺
ヲ
云
ノ
ミ
。
雖
ノ
字
奪
テ
正
意
ニ
帰
ス
。

●
行
界
云
。
雖
字
奪
フ
ト
イ
ハ
ヽ
。
両
向
ニ
シ
テ
。
上
ニ
現
益

ヲ
主
ト
シ
テ
。
更
ニ
奪
テ
彼
土
ノ
顕
益
ヲ
示
ス
ヤ
。

一
王
ト
太
子
ト
ノ
喩
へ
ノ
如
ク
、
昔
ノ
太
子
ハ
今
ノ
王
、
今
ノ

〇
功
存
云
。
大
子
ト
王
位
ト
。
ソ
ノ
体
コ
ト
ナ
ラ
ス
。
昔
ノ
大

（
太
カ
）

王
ハ
昔
ノ
太
子
、
広
大
無
碍
ノ
信
心
因
ノ
正
定
聚
ニ
果
ヲ
即

子
今
ノ
王
。
今
ノ
王
昔
ノ
大
子
ナ
リ
。
阿
闍
世
大
子
ヲ
阿
闍

シ
、
果
ノ
滅
度
ニ
因
ヲ
即
ス
、
是
ヲ
常
山
ノ
蛇
勢
ト
云
、
ヨ

世
王
ト
云
カ
如
シ
。

ク

く
工
夫
シ
テ
見
ラ
ル
ヘ
シ

一
何
分
文
証
ヲ
出
シ
タ
マ
ヘ
、
滅
度
カ
現
生
ニ
通
ス
ル
ト
云
コ

●
行
界
云
。
阿
闍
世
王
ハ
因
中
説
果
也
。
若
体
一
也
ト
云
ハ
ヽ
。

ト
領
受
致
シ
カ
タ
シ
、
煩
悩
即
菩
提
ハ
彼
土
ノ
妙
証
ニ
テ
コ

相
好
ハ
如
何
。

ソ
ア
レ
、
此
土
ニ
ハ
通
セ
ス

一
強
テ
彼
土
ニ
局
ル
ト
云
ハ
ヽ
彼
土
ニ
ハ
煩
悩
ナ
シ
、
何
ヲ
以

〇
功
存
云
。
相
好
ハ
通
セ
ス
。
シ
カ
ル
ニ
真
如
一
実
ノ
信
海
ト

テ
煩
即
菩
提
ト
云
ヘ
キ
ヤ

イ
フ
。
是
密
ニ
通
ス
ル
ノ
義
ナ
リ
。

（
悩
脱
カ
）

●
行
界
云
。
因
中
説
果
ノ
故
ニ
。
真
如
一
実
ノ
信
海
ト
云
。
今

ノ
文
ノ
如
キ
ハ
。
一
益
ト
云
ヒ
。
因
果
相
即
ト
云
。
因
中
説

果
ト
云
ヘ
カ
ラ
ス
。

〇
功
存
云
。
因
果
共
ニ
二
土
ニ
通
ス
ル
故
。
常
山
ノ
蛇
勢
ノ
如

シ
。
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●
行
界
云
。
一
益
ト
云
。
相
即
ト
云
。
理
証
極
成
セ
ス
。

●
泰
乗
云
。
常
山
ノ
蛇
。
首
ヲ
撃
テ
ハ
尾
至
リ
。
尾
ヲ
撃
テ
ハ

首
至
ル
ト
ナ
ラ
ハ
。
乃
チ
正
定
ノ
時
。
即
滅
度
ニ
至
ル
。
救

釈
ス
ヘ
テ
不

成
。

レ

一
大
進
殿
、
今
日
ハ
晩
景
ニ
モ
及
フ
、
論
ヲ
ヤ
メ
ラ
レ
重
テ
出

執
事
○傍
大

進

云
。
論
時
良
久
シ
。
御
前
ニ
モ
御
退
屈
ア
ル
ヘ

合
ア
ル
ヘ
シ
ト

シ
今
日
ハ
先
ツ
コ
レ
マ
テ
ニ
テ
相
止
ラ
ル
ヘ
シ
。

云
云

〇
継
成
云
。
今
日
ノ
論
。
半
途
ナ
リ
。

●
智
暹
云
。
重
テ
現
生
一
益
ノ
文
証
ヲ
出
サ
ル
ヘ
シ
。

〇
継
成
云
。
考
ヘ
ハ
文
証
モ
ナ
キ
コ
ト
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
先

ツ
預
リ
置
申
ス
ヘ
シ
。

于
時
丁
亥
五
月
十
七
日
未
剋
ヨ
リ
対
論

論
者
越
前
平
乗
寺
功
存

同

豊
前
永
照
寺
継
成

同

同
州
西
浄
寺
天
倪

知
事

覚
厳流

能
化
侍
者

教
隆〻

同

北
天

筆
記

徳
厳

同

仰
誓
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近
世
の
本
願
寺
、
そ
の
日
そ
の
日

䢣
『
本
寂
上
人
日
記
』
の
本
願
寺
別
荘
の
記
事

䢣

左

右

田

昌

幸

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
種
智
院
大
学
密
教
学
会
『
密
教
学
』
（
五

五
・
五
六
号
、
二
〇
一
九
・
二
〇
年
）
の
「
近
世
の
本
願
寺
、

そ
の
日
そ
の
日
䢣
近
世
本
願
寺
の
別
荘
を
め
ぐ
っ
て
䢣
」
（
正
・

続
）
で
、
近
世
の
本
願
寺
の
別
荘
に
関
す
る
本
願
寺
の
日
次
記

や
諸
国
記
の
記
事
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

本
願
寺
の
記
録
以
外
で
は
、『
本
寂
上
人
日
記
（
第
八
巻
）
』（
二

〇
二
二
年
、
宗
教
法
人
真
宗
興
正
派
・
大
原
観
誠
校
訂
）
に
も
、

本
願
寺
の
別
荘
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
ま
す
。
天
保
五
年
（
一
八

三
四
）
十
二
月
六
日
条
で
す
。
本
願
寺
の
別
荘
に
つ
い
て
あ
ら
た

な
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
よ
り
、
近
世
に
お
け
る
本
願
寺

と
興
正
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
、
さ
さ
や
か
な
事
例
に
な

る
と
感
じ
る
内
容
で
す
。
記
事
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

一
本
門
主
別
荘
、
○
吉
祥
院
村
故
松
村
某
之
隠
居
召
上
、
真

実
館

下
辺
下
向
之
節
小
休
、
仍
持
仏
有
之
由
、
ー
ー
の
榜
歟
、

○
東
山
露
山
開
扇
亭
、
○
嵐
山
麓
筆
屋
某
宅
召
上
、
枕
流

亭
、
○
東
山
霊
山
山
内
シ
ユ
ク
阿
弥
宅
召
上
候
而
号
翠
紅

館

光
沢
大
僧
正
筆
、
茶
室
号
送
陽
大
徳
寺
宙
筆

西
向

云
々
、
音
流

物
語
候
事

記
事
の
最
後
に
「
音
流
物
語
候
事
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
興
正

寺
の
堂
達
明
音
寺
音
流
が
興
正
寺
本
寂
に
本
願
寺
の
別
荘
に
つ
い

て
「
も
の
語
り
」
し
た
こ
と
を
、
本
寂
が
日
記
に
筆
記
し
た
記
事

で
す
。
本
寂
と
明
音
寺
の
あ
い
だ
で
、
ど
の
よ
う
な
会
話
の
流
れ

が
あ
っ
て
本
願
寺
の
別
荘
が
話
題
に
な
っ
た
の
か
は
判
り
ま
せ

ん
。
本
願
寺
の
別
荘
に
関
す
る
明
音
寺
の
認
識
に
は
、
多
く
の
事

実
誤
認
が
あ
り
ま
す
。
明
音
寺
の
あ
や
ふ
や
な
話
の
内
容
を
、
そ

の
ま
ま
日
記
に
筆
録
し
た
本
寂
も
、
本
願
寺
の
別
荘
に
関
し
て
正

確
な
知
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

で
は
、
事
実
誤
認
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
（
な
お
、
根
拠
と
な

る
史
料
の
う
ち
、
前
記
の
拙
稿
な
ど
で
紹
介
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
い
ち
い
ち
注
記
す
る
こ
と
は
控
え
ま
す
）
。

ま
ず
吉
祥
院
村
の
本
願
寺
の
別
荘
は
、
陽
泉
亭
と
称
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
「
召
上
」
と
な
っ
た
「
隠
居
（
の
建
物
）
」
が
真
実
館

と
称
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
願
寺
側
の
記
録
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

「
召
上
」
に
つ
い
て
も
、
単
純
で
は
な
い
事
態
の
進
行
が
あ
り
ま

し
た
。
真
実
館
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
本
願
寺
に
買
得
さ
れ

る
以
前
の
名
称
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
買
得
に
際
し

て
真
実
講
が
組
織
さ
れ
て
資
金
の
調
達
に
あ
た
っ
た
こ
と
か
ら
、

真
実
館
と
い
う
名
称
の
誤
解
が
生
ま
れ
た
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
「
故
松
村
某
」
と
は
、
「
都
林
泉
名
勝
図
会
」
の
「
吉
祥

院
村
中

陽
泉
亭

林
泉
主
人
松
翁
造
る
」
と
あ
る
「
松
翁
」
で
、

雑
色
松
村
三
郎
左
衛
門
の
こ
と
だ
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

本
願
寺
の
宗
主
が
下
向
す
る
と
き
の
休
憩
所
と
な
っ
て
い
た
の
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で
、
「
仍
持
仏
有
之
由
」
と
い
う
こ
と
も
、
筆
者
が
把
握
し
て
い

る
範
囲
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

二
つ
目
の
「
東
山
露
山
開
扇
亭
」
と
い
う
記
事
に
も
、
か
な
り

の
事
実
誤
認
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
露
山
は
東
山
を
越
え
た
山
科
で

す
。
東
山
清
閑
寺
村
の
渋
谷
街
道
沿
い
に
あ
っ
た
開
扇
亭
と
山
科

の
別
荘
露
山
屋
敷
と
の
混
同
が
あ
り
ま
す
。
本
願
寺
の
宗
主
は
山

科
御
坊
へ
の
御
成
や
露
山
屋
敷
で
の
避
暑
に
御
成
す
る
道
中
、
開

扇
亭
で
休
憩
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
事
実
誤
認
の
原
因
の
一

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、
本
願
寺
御
庭
焼

の
露
山
焼
の
窯
が
、
高
橋
道
八
に
よ
っ
て
清
閑
寺
の
裏
山
に
築
か

れ
た
と
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
影
響
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

三
つ
目
の
「
枕
流
亭
」
に
つ
い
て
は
、
本
願
寺
の
記
録
で
は
「
亭
」

で
は
な
く
、
枕
流
舎
と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
筆
屋
某
宅
召
上
」

と
な
っ
て
い
る
点
も
、本
願
寺
側
の
記
録
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

枕
流
舎
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
二
月
に
成
就
講
が
嵯
峨
嵐

山
麓
の
狭
小
な
地
面
に
建
築
し
て
広
如
宗
主
に
献
上
し
た
座
敷
で

す
。
枕
流
舎
が
建
設
さ
れ
た
地
面
は
、
筆
屋
の
居
宅
地
で
は
な
く
、

渡
月
橋
を
南
に
渡
っ
た
岩
田
山
麓
の
真
言
宗
寺
院
法
輪
寺
の
土
地

で
、
法
輪
寺
が
毎
年
、
天
龍
寺
に
支
払
っ
て
い
た
「
大
堰
川
渡
月

橋
橋
床
料
」
（
銀
三
百
五
十
目
）
を
成
就
講
が
肩
代
わ
り
す
る
条

件
で
使
用
を
許
さ
れ
ま
し
た
（
留
役
所
「
山
城
諸
記
」
六
十
九
番

嘉
永
五
年
三
月
七
日
条
）
。
法
如
宗
主
と
文
如
宗
主
は
、
嵯
峨
二

尊
院
や
嵯
峨
辺
へ
の
御
成
の
と
き
に
筆
屋
座
敷
に
も
「
御
入
」
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
た
り
の
状
況
が
事
実
誤
認
の
基
に
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

翠
紅
館
に
つ
い
て
「
シ
ユ
ク
阿
弥
宅
」
と
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
本
願
寺
以
外
の
記
録
で
は
叔
阿
弥
と
表
記
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
本
願
寺
の
記
録
で
は
天
保
四
年
に
霊

山
御
屋
敷
と
し
て
本
願
寺
の
所
有
に
な
る
以
前
、
法
如
宗
主
の
御

成
先
を
「
霊
山
宿
阿
弥
」
と
す
る
記
事
が
あ
り
ま
す
。
所
有
に
な

っ
て
以
降
の
天
保
七
年
七
月
に
は
、
翠
紅
館
の
下
部
（
管
理
人
で

し
ょ
う
）
が
「
宿
阿
弥
御
下
部
庄
助
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

願
寺
で
は
翠
紅
館
を
、
霊
山
正
法
寺
の
山
内
の
東
光
寺
の
跡
地
と

記
載
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
正
法
寺
塔
頭
の
多
く
が
阿
弥

号
を
名
乗
っ
て
貸
席
を
営
み
、
翠
紅
館
が
そ
の
一
つ
と
し
て
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

意
味
で
は
「
シ
ユ
ク
阿
弥
宅
」
と
い
う
記
載
は
正
確
だ
と
思
わ
れ

る
の
で
す
が
、
明
音
寺
音
流
は
「
シ
ユ
ク
」
と
い
う
音
で
し
か
認

識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

本
寂
の
日
記
に
は
、
枕
流
舎
・
翠
紅
館
に
つ
い
て
も
陽
泉
亭
と

同
様
に
「
召
上
」
と
あ
り
ま
す
が
、
本
願
寺
側
の
記
録
か
ら
は
、

い
ず
れ
も
単
純
に
「
召
上
」
と
は
表
現
で
き
な
い
状
況
を
窺
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

本
寂
の
日
記
に
お
け
る
本
願
寺
別
荘
に
関
す
る
記
事
は
、
そ
う

じ
て
誤
認
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
ん
な
面
に
も
興
正
寺
と
本
願
寺

と
の
「
近
く
て
遠
い
関
係
」
が
現
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
さ
う
だ

ま
さ
ゆ
き

種
智
院
大
学
特
任
教
員

本
願
寺
史
料
研
究
所
委
託
研
究
員
）
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※

※

※

※

※

※

《
研
究
所
の
諸
活
動
（
二
〇
二
五
年
度
）
》

１
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
の
文
書
整
理
に
つ
い
て

２
、
『
本
願
寺
史
料
研
究
所
報
』
の
編
集
・
発
行

第
六
九
号
、
二
〇
二
五
年
九
月
三
〇
日
発
行

第
七
〇
号
、
二
〇
二
六
年
三
月
三
〇
日
発
行

３
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

４
、
本
願
寺
文
化
財
に
関
す
る
こ
と
（
本
願
寺
内
務
室
よ
り
依

頼
）

５
、
史
料
調
査

６
、
研
究
視
察

７
、
公
開
講
座

長
上
深
雪
「
本
願
寺
と
社
会
事
業
」

安
部
弘
得
「
明
和
の
法
論
䢣
学
林
所
化
衆
と
播
磨
智
暹
の
諍
論
䢣
」

二
〇
二
六
年
一
月
一
二
日
に
聞
法
会
館
に
て
開
催
し
、
同
年
二
月

二
日
か
ら
一
三
日
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
実
施

８
、
原
稿
校
正
・
執
筆

９
、
他
部
署
よ
り
の
依
頼

、
そ
の
他

10（
１
）
本
願
寺
・
真
宗
史
に
関
す
る
質
問
へ
の
回
答

（
２
）
他
の
研
究
機
関
・
研
究
者
と
の
研
究
連
携

《
編
集
後
記
》

『
本
願
寺
史
料
研
究
所
報
』
第
七
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

安
部
弘
得
氏
の
論
考
は
、
第
六
十
四
号
で
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

『
対
論
筆
記
』
と
、
明
和
の
法
論
に
お
け
る
基
礎
的
史
料
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
『
鞘
之
間
論
議
』
と
を
対
照
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
対
照
作
業
の
続
編
も
い
ず
れ
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
基

礎
的
作
業
の
上
に
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
明
和
の

法
論
研
究
も
い
ず
れ
公
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
な
が

ら
首
を
長
く
し
て
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

左
右
田
昌
幸
氏
に
は
、
『
本
寂
上
人
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る

本
願
寺
別
荘
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
願
寺
と
興

正
寺
の
当
時
の
関
係
性
の
一
端
が
分
か
る
興
味
深
い
論
考
で
す
。

さ
て
、
令
和
八
年
度
と
な
り
ま
し
て
、
当
研
究
所
の
陣
容
も
改

ま
り
ま
し
た
。
四
月
よ
り
神
保
尚
子
氏
（
研
究
員
）
・
北
嶋
阿
弥

氏
（
臨
時
勤
務
員
）
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
当
『
所
報
』
も
さ
ら
な
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
焦
ら
ず
コ
ツ
コ
ツ
と
成

果
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

成
果
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
。
速
効
性
の
あ
る
成
果
を
求
め
が

ち
な
昨
今
、
人
文
科
学
の
基
礎
研
究
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
力

強
く
聞
こ
え
の
よ
い
言
葉
の
裏
側
を
見
抜
く
力
の
喪
失
に
つ
な
が

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
喪
失
が
も
た
ら
し
た
約
八
十
年
前
の
結
末
を

知
る
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
何
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
思
案
と
苦
悩
が
続
き
ま
す
。


